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30 家庭学習　指導のひとさじ

32 読者のページ　Reader's VIEW／編集後記

学習は「団体戦」
校区全体で学習習慣を確立
秋田県秋田市立城南中学校

24 課題にフォーカス

保護者の信頼を得るための情報公開とは
 保護者のクレームは増加、情報公開を強く望む傾向に
　　　　 校内巡回やブログでの情報発信で生徒のリアルな日常を保護者に伝える　
 愛知県高浜市立高浜中学校

20 ベネッセのデータでみる子どもと教育

 

授業時数を圧迫する行事
教科外活動全体の再編が課題
──読者アンケートの結果より

 

会議の運営方法を見直し
職員会議を１時間短縮
北海道札幌市立宮の森中学校

 

荒れのない学校づくりへ
「体験」を重視しつつ行事を精選
奈良県川西町・三宅町式下中学校組合立式下中学校

 

朝の「トレーニング学習」で
学力向上と業務平準化を両立
長崎県大村市立郡中学校

週30コマを「ゆるく」運用
行事等に充て学びの土台を築く
神奈川県横浜市立中山中学校
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特集 

時数確保の 
ひと工夫 

※『VIEW２１』中学版 読者アンケート結果より　 
　アンケート時期は２００９年６月。『VIEW２１』中学版Vol.１にアンケート用紙を同封し、ファクスにて回収。
　対象は中学校教師。有効回答数は１５１ 

新学習指導要領の全面実施に向けて、 

教育活動全体の質を維持しながら必要な授業時数を確保するには、どのように工夫すればよいだろうか。 

行事の精選や会議の効率化などを進める４校の実践事例からヒントを探る。 

 

教育課程を編成・運用する上での 
課題は何ですか（複数回答） 

新課程対応 

Q

0 10 20 30 40 50 60 70（％） 

授業時数を確保するのが大変 

「総合的な学習の時間」と選択教科等の位置付けを見直す必要がある 

時間割の調整が複雑 

学校の実態や方針に即した指導計画をつくる必要がある 

教師の負担が増える、持ち時数に偏りが生じる 

その他 
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授
業
時
数
の
確
保
を
難
し
く
し
て
い
る
最
大
の
要
因
は
、

行
事
の
多
さ
に
あ
る
よ
う
だ
。
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

の
詳
細
を
見
る
と
、「
多
過
ぎ
る
の
で
も
っ
と
精
選
す
べ

き
」「
こ
れ
以
上
削
減
で
き
な
い
、
し
た
く
な
い
」
な
ど
、

今
後
の
方
策
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。 

　
次
い
で
多
か
っ
た
の
が
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の

扱
い
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
や
、
補
習
・
補
充
学
習
、

部
活
動
と
い
っ
た
放
課
後
の
指
導
と
の
両
立
に
関
す
る
内

容
だ
っ
た
。 

　
こ
の
他
、
教
員
数
の
不
足
や
時
数
増
等
に
伴
う
更
な
る

多
忙
化
や
、
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
の
減
少
と
い
っ
た
、

既
に
常
態
化
し
て
い
る
中
学
校
現
場
全
般
の
課
題
と
関
連

付
け
た
回
答
も
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
少
数
で
は
あ
る

が
「
特
に
困
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。 

　
Ｐ． 
４
か
ら
紹
介
す
る
４
校
へ
の
取
材
を
通
じ
て
、「
授

業
日
数
を
増
や
す
」「
授
業
時
数
を
増
や
す
」「
校
務
を
見

直
す
」
と
い
う
課
題
へ
の
対
応
方
針
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
。
各
校
と
も
、
自
校
の
生
徒
や
教
師
の
状
況
、
更
に

学
校
の
特
色
も
踏
ま
え
た
上
で
、
教
育
課
程
を
少
し
ず
つ

工
夫
し
、
時
数
を
確
保
し
て
い
る
。 

行事が多いこと 

出張や会議が多いこと 

教師の持ち時数に 
差が生じていること 

教師数が 
不足していること 

特に困っていない 

その他 

「総合的な学習の時間」 
の扱いがあいまいなこと 

補習や部活動など 
放課後の指導と両立 
させる必要があること 

0 10 20 30 40 50 
（％） 

授
業
時
数
を
圧
迫
す
る
行
事 

教
科
外
活
動
全
体
の
再
編
が
課
題 

―
―
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り 

Ｐ．
１
の
と
お
り
、小
誌
が
行
っ
た
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、教
育
課
程
の
編
成
・
運
用
上
の
課
題
と
し
て
 

「
時
数
の
確
保
」
が
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
行
事
や
出
張
・
会
議
の
多
さ
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
課
題
に
加
え
、 

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
が
時
数
確
保
を
更
に
難
し
く
し
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 

 実
態
把
握
 

「その他」の主な内容 
教師間の意思疎通が不十分なこと、講師を確保しにくいこと、教師の持ち時数
をこれ以上増やせないこと、インフルエンザ等による学級閉鎖・学年閉鎖 

＊２００９年９月実施『VIEW２１』読者アンケートの自由記述内容を編集部が集計。『VIEW
２１』中学版Vol.２にアンケート用紙を同封し、ファクスおよびインターネット上の回答フォ
ームにて回収。有効回答数は１１３ 

Q.授業時数の確保を困難にしている要因は？ 
 

47

18

16

12

4

4

4

27

　　　 

（複数回答） 

2［中学版］ 2009 Vol .3



具体的な取り組みは、次ページからの学校事例で紹介します 

現　状　と　課　題　　　　

対　応　策 
時数を確保し、生徒と向き合う時間を生み出すために 

授業時数の確保に関する読者の悩み 

もっと減らすべき、減らせるはず 
・行事とその準備に時間をかけ過ぎている。もっと効率化しな
いと授業がカットされる一方になってしまう 

・総合学習や特活の在り方を踏まえて精選したいが、出来て
いない 

これ以上減らすべきでない、減らせない 
・これ以上、行事を減らし、内容を工夫するのは困難。教育的
効果からも簡単に削減するわけにいかない。しかし、授業時
数の確保のためには行事を精選しなければならず、準備や
練習の時間を減らさねばならないというジレンマがある 

学力保障への不安がある 
・放課後や選択教科で行っていた補
充的な学習の時間が取りにくくなり、
授業だけで学力差を改善しきれない 

生徒の活動時間が圧迫される 
・６校時まである日が増え、部活動や生
徒と活動する時間の確保が難しい 

教員数の不足、多忙の常態化、新教育課程への対応 

行事が多い  

内容を減らす必要がある 
・今まで「総合的な学習の時間」で、発表力、表現力を育てて
いた。それに代わる時間を教科指導で行う余裕がない 

他教科等との役割分担と時数配分が難しい 
・学活、道徳、「総合的な学習の時間」の時数配分があいま
いで、終わってみれば「学活」らしき活動、あるいは「特活」と
して教育課程外で確保していることが多い。それだけ必要
性も高いといえる 

・学校裁量による選択教科と総合学習の時数をどうするかで、
校内でも判断が分かれ困っている 

「総合的な学習の時間」 
の扱いがあいまい 

放課後の指導との 
両立が必要 

出張が授業時数に影響 
・校務分掌ごとの会議や教育委員会
主催の研修などで、出張が多い。自
習時間を減らすために、授業変更を
繰り返している 

会議等との両立が難しい 
・放課後に会議などを行いにくく、教師
間の意思疎通が難しくなっている 

出張・会議が多い 
・選択教科の縮減に伴い、教師間の
持ち時数の不均衡が生まれている 

・時間割を頻繁に変える必要があるが、
非常勤講師がいるため変更が難しい 

・３年生の場合、進路指導や入試、卒
業期の関係により、授業可能日数が
少ない 

・教科間で時数の取り合いになってい
る 

その他 

授業日数を増やす 

・長期休業日の短縮、自治体や学校独
自の祝日を休業日としない 

・学期制の変更 
・土曜日に授業を行い、振り替え授業を
行わない 

授業時数を増やす 

・週当たりコマ数の増加、帯時間の活用 
・行事の更なる精選 
・他教科・領域等との重複部の見直し 
・短縮授業の削減　・給食日の増加　 
・変動制時間割による自習時間の削減 
・授業進度の管理の徹底 
・授業時間の変更（１コマ４５分×１日７
時間等） 

校務を見直す 

・会議の効率化や回数等の見直し 
・校務分掌の見直し 

（編集部まとめ） 
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特集 

新課程対応 

時数確保のひと工夫 



   

　
札
幌
市
立
宮
の
森
中
学
校
は
、
札
幌
市
内
の
閑
静

な
住
宅
街
に
あ
る
。
生
徒
は
落
ち
着
い
て
毎
日
を
過

ご
し
て
お
り
、
学
力
面
で
も
大
き
な
課
題
は
見
ら
れ

な
い
。
保
護
者
は
学
校
に
対
す
る
支
援
に
積
極
的
で
、

教
育
へ
の
関
心
が
高
い
土
地
柄
で
あ
る
。 

　
学
校
運
営
の
面
で
は
、
数
年
前
か
ら
課
題
を
抱
え

て
き
た
。
少
子
化
に
よ
る
学
級
減
・
教
員
減
の
影
響

で
、
教
師
一
人
が
受
け
持
つ
業
務
が
増
え
、
残
業
が

常
態
化
し
て
い
た
。 

　
研
究
担
当
の
鈴
木
康
裕
先
生
は
、「
以
前
は
教
師

が
手
を
差
し
伸
べ
合
っ
て
い
た
業
務
で
も
、
相
互
に

気
配
り
や
目
配
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
つ
の
間
に
か
『
大
切
な
も

の
』
が
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
た
の
で
す
」
と
振
り
返
る
。「
大
切
な
も
の
」
と

は
、
２３
年
前
の
開
校
当
初
に
あ
ふ
れ
て
い
た
「
新
し

い
学
校
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
教
職
員
の
気
概
や
、

蓄
積
し
て
き
た
学
校
の
伝
統
や
不
文
律
、
生
徒
指
導

の
手
法
、
教
師
同
士
の
思
い
や
り
と
い
っ
た
こ
と
だ

と
い
う
。 

　「
こ
の
数
年
間
は
、
開
校
以
来
蓄
積
し
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
継
承
し
、
か
つ
、
I 
C 
T
の
進
展
を
は
じ

め
と
す
る
環
境
変
化
に
対
応
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
考
え
る
時
期
に
あ
り
ま
し
た
」（
鈴
木
先

生
） 

学
級
・
教
員
数
減
に
よ
り 

多
忙
化
に
拍
車 

・移行期間中は文部科学省の示す標準授業時数で運用する予定 
・朝読書は授業時数に計上しない 
・選択教科は時数の少ない教科を中心に学校選択とし、教師の持ち時間の平準化を図る。２年生は美術、３年生は音楽。特に社会、理科は授業時数増のためにも
選択科目としたかったが、国語、数学、英語と共に教師の持ち時間を増やせないため断念。代わりに、数学と英語でチームティーチングを実施 

会
議
の
運
営
方
法
を
見
直
し 

職
員
会
議
を
１
時
間
短
縮 

授
業
の
質
向
上
と
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、校
務
の
効
率
化
を
進
め
る
 

札
幌
市
立
宮
の
森
中
学
校
。
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
で
多
忙
化
は
一
層
進
ん
で
い
る
が
、 

教
師
同
士
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、前
向
き
に
取
り
組
む
雰
囲
気
が
生
ま
れ
て
い
る
。
 

北
海
道
札
幌
市
立
宮
の
森
中
学
校
 

学
校
事
例
 
1

２０１０（平成２２）年度の教育課程（予定）＊（　）は年間授業時数 

 
国語 

 
社会 

 
数学 

 
理科 

 
音楽 

 
美術 保健 

体育 

 
技術 
・ 
家庭 
 

 
外国語 

 
道徳 特別 

活動 
選択 
教科等 

総合的な 
学習の 
時間 

 
合計 

1
4

（140） 
3

（105） 
4

（140） 
3

（105） 
1.3
（45） 

1.3
（45） 

2.6
（90） 

2
（70） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 0

1.8
（65） 

28
（980） 

2
3

（105） 
3

（105） 
3

（105） 
4

（140） 
1

（35） 
1

（35） 
2.6
（90） 

2
（70） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

1.4
（50） 

2
（70） 

28
（980） 

3
3

（105） 
2.4
（85） 

4
（140） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

2.6
（90） 

1
（35） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

3
（105） 

2
（70） 

28
（980） 

学年 
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そ
う
し
た
課
題
を
抱
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
が
重
な
っ
た
。 

　
同
校
は
、
生
徒
の
体
験
学
習
の
機
会
を
確
保
し
、

保
護
者
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
行
事
を
減
ら
し

て
は
い
な
い
。
ま
た
、
合
唱
大
会
向
け
の
練
習
や
朝

読
書
の
時
間
を
授
業
時
数
に
計
上
し
な
い
方
針
を
と

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
教
師
の
多
忙
化
が
加
速
し
、

授
業
時
数
の
確
保
も
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

時
数
増
と
な
る
教
科
を
中
心
に
、
担
当
教
科
に
よ
る

持
ち
時
間
の
格
差
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か
も
問
題

と
な
っ
て
い
た
。 

   

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
同
校
が
着
目
し

た
の
が
、
校
務
の
効
率
化
と
校
内
環
境
の
快
適
化
だ
。

２
０
０
６
年
度
に
「
学
校
環
境
」「
Ｌ
Ａ
Ｎ
・
文
書
」

「
会
議
・
学
校
評
価
」
の
三
つ
の
校
務
改
善
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
全
教
師
が
い
ず
れ

か
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
Ｋ
Ｊ
法
（
＊
）
な
ど
を
使

っ
て
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
解
決
策
を
検
討
し
た
。 

　
検
討
は
主
に
夏
休
み
を
利
用
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

運
営
に
携
わ
っ
た
吉
川
祐
一
先
生
は
、「
各
テ
ー
マ

の
課
題
解
決
だ
け
で
な
く
、
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
や
、
支
え
合
う
人
間
関
係
づ
く

り
も
ね
ら
い
の
一
つ
で
し
た
。
皆
が
日
頃
か
ら
何
と

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
テ
ー
マ
だ
っ
た
た
め
、
楽

し
ん
で
取
り
組
め
ま
し
た
」
と
話
す
。 

　
話
し
合
い
を
積
み
重
ね
て
い
く
う
ち
に
解
決
へ
の

確
実
な
手
応
え
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
検

討
の
結
果
を
受
け
て
、
文
書
管
理
や
会
議
の
運
営
方

法
の
改
善
、
職
員
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
な
ど
を
行

い
、
業
務
の
効
率
化
が
進
ん
だ
（
Ｐ． 
６
）。
そ
の
結

果
、
生
徒
に
接
す
る
時
間
が
増
加
。
更
に
、
教
師
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
性
化
し
て
人
間
関
係

が
広
が
り
、
互
い
を
理
解
し
合
い
、
支
え
合
う
雰
囲

気
も
生
ま
れ
た
と
い
う
。 

　
授
業
時
数
は
依
然
と
し
て
ぎ
り
ぎ
り
確
保
で
き
て

い
る
状
況
だ
が
、
教
師
は
あ
く
ま
で
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
教
務
担
当
の
今
井
貴
先
生
は
、「
移

行
期
間
中
は
、
教
師
数
と
授
業
時
数
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
や
す
い
時
期
で
、
確
か
に
大
変
で
す
。
皆
で
協

力
し
合
え
る
関
係
と
態
勢
を
整
え
て
、
乗
り
切
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。 

札
幌
市
立
宮
の
森
中
学
校 

今
井
貴
　Im

ai Takashi�
教
務
担
当
、理
科
担
当 

札
幌
市
立
宮
の
森
中
学
校 

吉
川
祐
一
　Yoshikaw

a Yuichi�

教
務
担
当
、技
術
・
家
庭
科
担
当 

札
幌
市
立
宮
の
森
中
学
校 

鈴
木
康
裕
　S

uzuki Yasuhiro�

研
究
担
当
、数
学
科
担
当 

学校データ 

毎週変更、１年を通して時数を調整。２時間続きの授業をつくることも可能。教師各人が校
内LAN上の電子掲示板に予定を記入し、教務担当が集約する。自習時間はほぼゼロ 

◎１９８６（昭和６１）年開校。大
倉山ジャンプ競技場近くの緑
豊かな住宅街に位置する。「自
ら立ち　ともに生きることを学
び　明日を志す生徒」を教育
目標に掲げる。職員室に文書
カウンターやコミュニティスペ
ースを設ける等、斬新な取り組
みを続けている。 

校長◎日下部憲一先生　　生徒数◎３４９人　 

学級数◎１２学級（１年生４、２年生３、３年生３、特別支援学級２） 

教職員数◎校長１人、教頭１人、教諭２２人、講師０人、職員等５人 

所在地◎〒０６４-０９５１　北海道札幌市中央区宮の森１条１６丁目５-１ 

ＴＥＬ◎０１１-６１２-１１４７ 

ＵＲＬ◎http://www.miyanomori-j.sapporo-c.ed.jp/

特集 

新課程対応 

時数確保のひと工夫 

校
務
の
効
率
化
で 

教
師
同
士
が
支
え
合
う
雰
囲
気
に 

２００９（平成２１）年度の時間割　1年1組の例 

 8:40  - 8:50 

 8:50 - 8:55 

 9:00  - 9:50 

 10:00  - 10:50 

 11:00  - 11:50 

 12:00  - 12:50 

 12:50 - 13:50 

 13:50 - 14:40 

 14:50 - 15:40 

 15:45 - 15:55 

 15:55 - 16:15  

 
 
1 
2 
3 
4 
 
5 
6 
 
 

  朝
 
読
 
書   

月 火 水 木 金 

    

社 会 音 楽 数 学 

数 学 国 語 英 語 

技 家 数 学 理 科 英 語 

英 語 技 家 社 会 理 科 

  昼
 
食
 
・
 
昼
 
休
 
み   

美 術 数 学 国 語 音 楽 社 会 

学 活 ー ー 国 語 道 徳 

  学
 
活（５校時までの日は１４：４５～１４：５５） 

清
 
掃（５校時までの日は１４：５５～１５：１５） 

 

  

学
 
活 

＊ あるテーマについての課題やアイデアを紙に書き出して整理する、情報収集や課題解決のための手法 

理科の 
講演会 

体 育 総合学習 
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■
定
例
会
議
の
運
営
方
法
を
変
更 

　
P.
５
で
紹
介
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
玉
が
、
会

議
時
間
の
短
縮
だ
。
検
討
の
結
果
、
職
員
会
議
、
学

年
会
、
校
務
部
会
、
研
修
部
会
の
四
つ
の
定
例
会
議

の
運
営
方
法
を
変
更
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
０９
年
度
も

継
続
し
て
い
る
。 

◎
会
議
の
流
れ
―
―
職
員
会
議
（
年
間
１０
〜
１２
回
）

を
例
に 

①
議
題
を
事
前
に
掲
示
（
会
議

の
約
１
週
間
前
ま
で
） 

　
次
回
の
職
員
会
議
で
提
案
し

た
い
議
題
が
あ
る
教
師
は
、
通

し
番
号
「
ゼ
ロ
番
」
か
ら
始
ま

る
資
料
を
作
成
。
ゼ
ロ
番
に
は
、

何
を
ど
う
変
え
た
い
の
か
な
ど
、

会
議
出
席
者
に
考
え
て
欲
し
い

ポ
イ
ン
ト
を
端
的
に
分
か
り
や

す
く
示
し
て
お
く
（
図
）。 

　
資
料
は
、
職
員
室
の
専
用
掲

示
板
に
張
り
出
す
（
写
真
１
）。
他
の
教
師
は
、
各

自
そ
れ
を
見
て
、
付
箋
や
マ
ー
カ
ー
ペ
ン
な
ど
で
意

見
や
疑
問
点
な
ど
を
掲
示
版
に
追
加
す
る
。
提
案
者

が
提
示
し
た
案
に
対
し
て
、
付
箋
で
「
事
前
投
票
」

す
る
こ
と
も
あ
る
。
提
案
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
出
席

者
の
意
見
や
疑
問
点
を
把
握
し
て
論
点
を
絞
り
込
む

こ
と
が
出
来
る
た
め
、
会
議
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
。

出
席
者
は
、
会
議
の
内
容
を
事
前
に
把
握
し
て
お
く

こ
と
で
、
会
議
当
日
は
積
極
的
な
態
度
で
臨
む
こ
と

が
出
来
る
。 

②
意
見
を
集
約
し
議
題
を
調
整
（
会
議
の
１
週
間
前
）

　
主
任
で
構
成
さ
れ
る
運
営
委
員
会
で
、
①
で
出
た

意
見
を
踏
ま
え
て
会
議
当
日
の
議
題
を
絞
り
込
む
。

議
題
が
決
ま
っ
た
ら
、
提
案
者
は
必
要
に
応
じ
て
付

箋
の
内
容
を
反
映
さ
せ
る
な
ど
資
料
を
練
り
直
す
。 

③
会
議
は
職
員
室
で
は
行
わ
な
い
（
会
議
当
日
） 

　
会
議
は
職
員
室
で
は
な
く
、
会
議
室
の
机
を
ロ
の

字
型
に
し
て
行
う
（
写
真
２
）。
参
加
者
同
士
の
顔

が
見
え
、
他
業
務
の
書
類
が
置
か
れ
て
い
な
い
環
境

で
行
う
こ
と
で
、
全
員
が
会
議
に
集
中
で
き
る
。 

　
こ
う
し
た
工
夫
の
結
果
、
か
つ
て
２
時
間
以
上
か

か
っ
て
い
た
職
員
会
議
が
、
今
で
は
１
時
間
に
短
縮

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
生
徒
と
接
す
る
時
間
を
大
幅

に
増
や
す
こ
と
が
出
来
た
。
更
に
、
会
議
時
間
の
長

短
に
よ
っ
て
検
討
結
果
の
質
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
も

無
く
な
っ
た
と
い
う
。 

写真２　職員会議は、会議室で顔を見合わせて行う 

写真１　職員室の掲示板。校務分掌ごとに掲示スペースが決ま
っている。会議の議題は中央部に張り出される 

会
議
の
効
率
化
で
、生
徒
と
接
す
る
時
間
を
増
や
す
 

1
教
育
課
程
編
成
・
運
用
、
時
数
確
保
の
工
夫
 

職員会議の当日に配布された資料の一部。「０」番の項目は、会議の準備段階①と②を経て調整
された提案事項で、出席者全員が既に把握している。そのため、会議開始と同時に要点を突いた
議論が出来るようになった 

図 職員会議の資料例 

ふ

せ
ん 
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■
生
徒
と
保
護
者
の
た
め
、
学
校
行
事
は
維
持 

　
同
校
は
今
後
も
こ
れ
ま
で
通
り
行
事
を
継
続
す
る

方
針
を
明
確
に
し
た
。
も
と
も
と
学
校
行
事
が
盛
ん

で
、
特
に
陸
上
競
技
記
録
会
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会
と
い
っ
た
体
育
系
の
行
事
が
他
校
よ
り
も
多
い
。

保
護
者
も
こ
う
し
た
行
事
へ
の
思
い
入
れ
が
強
く
、

沿
道
で
の
誘
導
な
ど
の
支
援
を
惜
し
ま
な
い
。
生
徒

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
を
つ
く
り
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、
ま
た
保
護
者
の

期
待
に
応
え
、
信
頼
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

行
事
を
削
減
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。 

　
毎
朝
１０
分
間
の
読
書
（
教
育
課
程
外
）
で
は
、
図

書
館
の
図
書
だ
け
で
な
く
、
備
品
管
理
が
よ
り
容
易

な
学
級
文
庫
の
図
書
が
よ
く
使
わ
れ
る
。
学
級
文
庫

は
、
最
低
限
の
利
用
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば
、
生
徒
が
長

期
間
自
宅
に
持
ち
帰
る
こ
と
も
許
可
。
意
図
せ
ず
汚

し
て
も
大
目
に
見
ら
れ
る
た
め
、
結
果
と
し
て
「
読

書
好
き
」
を
増
や
す
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。 

　「
昼
休
み
に
読
書
を
す
る
生
徒
が
増
え
た
こ
と
を

学
校
便
り
な
ど
で
紹
介
す
る
と
、
そ
れ
を
知
っ
た
保

護
者
が
更
に
図
書
を
寄
贈
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て

く
れ
ま
す
。
生
徒
の
力
を
伸
ば
す
た
め
に
も
、
保
護

者
と
の
良
い
関
係
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
を
と
て
も
重

視
し
て
い
ま
す
」（
吉
川
先
生
） 

■
合
唱
練
習
は
授
業
時
数
に
数
え
な
い 

　
文
化
祭
の
準
備
と
し
て
年
間
１
、
２
コ
マ
分
行
う

合
唱
練
習
は
、
授
業
時
数
に
数
え
て
い
な
い
。
音
楽

の
時
間
に
本
来
指
導
す
べ
き
内
容
を
教
え
ら
れ
ず
、

授
業
の
質
を
落
と
す
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か

ら
だ
。 「
時
数
の
確
保
を
考
え
れ
ば
、
行
事
を
減
ら

し
た
り
授
業
時
数
に
組
み
込
ん
だ
り
し
た
方
が
楽
で

す
。
で
も
、『
数
合
わ
せ
』
ば
か
り
気
に
し
て
指
導

の
質
を
落
と
し
た
く
な
い
。
先
生
方
は
本
校
の
教
師

と
し
て
の
使
命
感
や
保
護
者
の
支
援
や
期
待
を
受
け

て
、
必
死
に
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と

鈴
木
先
生
は
話
す
。 

■
校
務
公
平
化
の
姿
勢
が
教
師
の
意
欲
を
生
む 

　
教
科
に
よ
る
持
ち
時
間
の
差
か
ら
生
じ
る
教
師
の

不
公
平
感
を
解
消
す
る
た
め
、
０９
年
度
は
、
校
務
分

掌
や
担
任
の
有
無
と
い
っ
た
役
割
分
担
案
を
各
教
師

に
事
前
に
公
開
し
、
相
談
す
る
体
制
を
つ
く
っ
た
。 

　
０９
年
３
月
、
次
年
度
の
体
制
に
つ
い
て
教
務
主
任

が
一
次
案
を
個
々
の
教
師
に
相
談
し
た
。
特
に
負
担

が
大
き
く
な
り
そ
う
な
教
師
に
は
、
更
に
そ
の
前
段

階
で
も
案
を
見
せ
た
。
各
教
師
の
要
望
を
踏
ま
え
、

教
務
主
任
が
最
終
案
を
調
整
。
管
理
職
に
は
適
宜
報

告
す
る
。
検
討
の
主
体
は
授
業
を
持
つ
教
師
で
あ
り
、

最
終
結
果
は
全
教
師
で
確
認
し
合
っ
た
。 

　
こ
う
し
た
結
果
、
０９
年
度
の
体
制
に
教
師
か
ら
不

満
は
一
切
出
な
か
っ
た
と
い
う
。
今
井
先
生
は
、「
不

均
衡
を
完
全
に
是
正
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、

相
談
と
い
う
過
程
を
踏
み
教
師
が
互
い
の
負
担
を
把

握
す
る
こ
と
で
、
校
務
に
前
向
き
に
取
り
組
み
、
協

力
し
合
う
雰
囲
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
」
と
話
す
。 

　
例
え
ば
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
総
合

学
習
）
を
担
当
し
な
い
教
師
が
「
も
っ
と
生
徒
と
か

か
わ
り
た
い
」
と
自
主
的
に
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

（
以
下
Ｔ
Ｔ
）
に
加
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
教

師
に
と
っ
て
総
合
学
習
は
、
時
間
割
に
は
自
分
の
名

前
が
担
当
と
し
て
書
か
れ
て
い
て
も
、
正
式
な
持
ち

時
間
に
は
な
ら
な
い
。
総
合
学
習
に
お
け
る
Ｔ
Ｔ
の

実
施
率
は
、
０９
年
の
１
学
期
だ
け
で
９９.

７
％
に
上

っ
た
。「
予
定
外
」
の
Ｔ
Ｔ
の
実
現
で
、
授
業
の
質

の
向
上
も
期
待
出
来
る
。 

　「
ど
の
先
生
も
、
生
徒
を
も
っ
と
伸
ば
し
た
い
、

深
く
か
か
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
時
数
外
で

も
快
く
引
き
受
け
た
り
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
使

う
方
法
を
考
え
た
り
す
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
努
力
が
、
生
徒
の
成
長
や
我
々
に
見
せ
る

笑
顔
に
よ
っ
て
報
わ
れ
、
保
護
者
の
支
援
も
得
ら
れ
、

教
師
が
更
に
頑
張
る
、
と
い
う
良
い
循
環
を
生
み
出

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
鈴
木
先
生
） 

特集 

新課程対応 

時数確保のひと工夫 

行
事
は
カ
ッ
ト
せ
ず
、合
唱
練
習
は
課
外
活
動
に
 

教
師
に
事
前
相
談
し
、校
務
分
掌
を
決
定
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奈
良
県
北
部
の
田
園
地
帯
に
位
置
す
る
式
下
中
学

校
の
生
徒
は
、
昔
な
が
ら
の
農
村
部
の
純
朴
さ
を
持

っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
い
わ
ゆ
る
荒
れ
の
問
題
を
抱

え
て
い
た
が
、
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
始
め
、
特
に
６
年
前
か
ら
生
徒
は
目
に
見
え
て

変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
受
賞
し
た
野
依
良
治
氏
を
招
い
た
講
演
会

だ
っ
た
。
当
時
教
頭
を
務
め
て
い
た
田
中
和
臣
校
長

は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。 

　「
講
演
会
を
開
い
た
の
は
、
小
さ
な
社
会
で
生
き

て
い
る
生
徒
の
意
識
を
外
へ
向
け
さ
せ
、
荒
海
を
乗

り
越
え
て
泳
い
で
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
同
時
に
、
講
演
会
の
運
営
を
生
徒
に

任
せ
、
活
躍
の
場
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」 

　
講
演
会
の
準
備
を
行
う
生
徒
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

１
０
０
人
近
く
の
生
徒
が
手
を
挙
げ
た
。
講
演
会
当

日
、
普
段
は
教
師
の
話
を
姿
勢
を
崩
し
て
聞
い
て
い

る
生
徒
が
、
自
然
に
背
筋
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
て
聞
い

て
い
た
と
い
う
。 

　「
生
徒
を
変
え
る
に
は
、
こ
の
手
が
あ
っ
た
か
と

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。『
教
師
が
与
え
て
、
や
ら
せ

る
』
教
師
主
導
型
の
指
導
で
は
な
く
、
生
徒
に
自
主

的
に
取
り
組
ま
せ
る
活
動
を
、
教
育
課
程
に
意
図
的

に
組
み
込
む
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
」

（
田
中
校
長
） 

体
験
的
な
学
び
の
機
会
を 

教
育
課
程
に
意
図
的
に
盛
り
込
む 

・移行期間中は文部科学省の示す標準授業時数で運用する予定 
・１年生の朝読書は、レポートを作成・提出させることで「総合的な学習の時間」に計上 
・選択教科等は、３種類の生徒選択と１種類の学校選択を設置（詳細はP.１０） 
・１年生の数学・英語、２年生の理科は、少人数制授業を実施。理科は第１分野と第２分野を１か月単位で入れ替えている 

荒
れ
の
な
い
学
校
づ
く
り
へ 

「
体
験
」
を
重
視
し
つ
つ
行
事
を
精
選 

奈
良
県
磯
城
郡
の
川
西
町
・
三
宅
町
式
下
中
学
校
組
合
立
式
下
中
学
校
は
、選
択
教
科
を
活
用
し
て
、 

体
験
活
動
と
学
力
の
定
着
を
両
立
さ
せ
る
教
育
課
程
を
組
む
。
全
面
実
施
後
の
計
画
を
見
据
え
つ
つ
、 

落
ち
着
い
て
教
師
が
指
導
し
、生
徒
が
学
べ
る
学
校
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
る
。
 

奈
良
県
川
西
町
・
三
宅
町
式
下
中
学
校
組
合
立
式
下
中
学
校
 

学
校
事
例
 
2

し
き

げ
 

 
国語 

 
社会 

 
数学 

 
理科 

 
音楽 

 
美術 保健 

体育 

 
技術 
・ 
家庭 
 

 
外国語 

 
道徳 特別 

活動 
選択 
教科等 

総合的な 
学習の 
時間 

 
合計 

1
4

（140） 
3

（105） 
4

（140） 
3

（105） 
1.3
（45） 

1.3
（45） 

2.6
（90） 

2
（70） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

0.4
（15） 

1.5
（50） 

28
（980） 

2
3

（105） 
3

（105） 
3

（105） 
4

（140） 
1

（35） 
1

（35） 
2.6
（90） 

2
（70） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

1.4
（50） 

2
（70） 

28
（980） 

3
3

（105） 
2.4
（85） 

4
（140） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

2.6
（90） 

1
（35） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

3
（105） 

2
（70） 

28
（980） 

学年 

し

き
 

２０１０（平成２２）年度の教育課程（予定）＊（　）は年間授業時数 
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生
徒
も
教
師
も
目
標
に
向
か
っ
て
安
心
し
て
努
力

で
き
、
二
度
と
荒
れ
の
起
き
な
い
学
校
に
す
る
た
め

に
、
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
体
験
活
動
を
重

視
す
る

―
こ
れ
は
、
同
校
の
教
育
課
程
編
成
方
針

の
土
台
と
な
っ
て
い
る
。 

　
最
も
象
徴
的
な
例
は
、
選
択
教
科
の
積
極
的
な
活

用
だ
。
箏
や
合
気
道
な
ど
心
や
体
を
動
か
す
活
動
や
、

も
の
づ
く
り
、
近
隣
の
幼
稚
園
へ
の
訪
問
な
ど
、
体

験
的
な
学
び
の
機
会
を
保
障
し
て
い
る
。
３
年
後
の

全
面
実
施
時
に
選
択
教
科
は
無
く
な
る
が
、
そ
れ
ま

で
に
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
産
を
生
か
し
、
各
教

科
の
単
元
に
内
容
を
移
し
て
指
導
す
る
こ
と
は
十
分

可
能
だ
と
い
う
（
Ｐ． 
１０
）。 

　
同
様
の
観
点
か
ら
、
部
活
動
や
行
事
も
重
視
す
る
。

行
事
は
、
時
数
確
保
の
観
点
か
ら
精
選
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
だ
が
、
単
に
減
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
。
入
学
直
後
の
集
団
学
習
の
日
数
は
逆
に
増
や
す

な
ど
、
近
年
の
生
徒
の
様
子
を
見
て
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
い
る
（
Ｐ． 
１１
）。 

   

　
田
中
校
長
は
、
目
指
す
学
校
像
を
教
師
に
伝
え
、

そ
れ
を
教
師
全
員
が
生
徒
に
対
し
て
行
動
で
示
す
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
。 

　「
中
学
校
で
は
学
年
単
位
で
物
事
を
考
え
る
意
識

が
強
い
の
で
す
が
、
こ
れ
に
は
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
廊
下
で
擦
れ
違
っ
た
生
徒
が
靴
の
か
か
と

を
踏
ん
で
い
て
も
、
他
学
年
の
生
徒
だ
と
教
師
は
注

意
し
に
く
い
。
し
か
し
、
学
年
の
壁
を
越
え
て
指
導

に
当
た
ら
な
い
と
、
や
が
て
学
校
は
疲
弊
し
て
し
ま

い
ま
す
。
教
師
が
一
丸
と
な
っ
て
い
る
姿
は
生
徒
に

も
伝
わ
り
、
生
徒
が
規
律
正
し
い
行
動
を
と
る
よ
う

に
な
り
ま
す
」（
田
中
校
長
） 

　
も
う
一
つ
、
田
中
校
長
が
強
く
期
待
し
て
い
る
の

が
教
師
一
人
ひ
と
り
の
「
創
造
力
」
だ
。 

　「
日
々
変
化
す
る
社
会
の
中
で
生
徒
に
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
師

自
身
の
創
造
力
が
不
可
欠
で
す
。
常
に
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
物
事
を
考
え
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
応
出
来
る

だ
け
の
引
き
出
し
を
持
た
な
い
と
、
学
級
経
営
も
学

年
経
営
も
出
来
ま
せ
ん
。
管
理
職
と
し
て
そ
う
し
た

人
材
を
た
く
さ
ん
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、

田
中
校
長
は
思
い
を
語
る
。 

　
学
校
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
に
従
い
、
学
力
は

向
上
し
て
き
た
。
基
礎
・
基
本
の
定
着
な
ど
の
課
題

は
あ
る
も
の
の
、
今
で
は
学
力
テ
ス
ト
で
全
国
平
均

や
県
の
平
均
を
上
回
る
と
い
う
。
学
力
だ
け
で
な
く
、

生
徒
の
姿
勢
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
以
前
は
「
人

気
投
票
」
の
色
合
い
が
強
か
っ
た
生
徒
会
役
員
の
選

出
選
挙
も
、
学
校
を
よ
り
良
く
し
、
講
演
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
と
、
立
候
補

す
る
側
も
選
ぶ
側
も
真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。 

川
西
町
・
三
宅
町
式
下
中
学
校
組
合
立 

式
下
中
学
校
校
長 

田
中
和
臣
　Tanaka K

azuom
i 

学校データ 

時程は月水金の場合。火木は清掃が無く、５時間目が１３：３０～、終学活は１５：３０～となる。
朝会がある日は早朝学習は無い。時間割は毎週変更。家庭科は別期間にまとめ取りする 

◎１９４９（昭和２４）年開校。校
舎は川西町、校庭は三宅町と、
校地がまたがる両町唯一の中
学校。校区には観世流能楽
の発祥地があり、伝統文化の
教育に力を入れる。部活動を
重視し、特に陸上競技部は全
国レベル。 

校長◎田中和臣先生　　生徒数◎４０２人　 

学級数◎１４学級（１年生４、２年生４、３年生４、特別支援学級２） 

教職員数◎校長１人、教頭１人、教諭２２人、講師６人、職員等３人 

所在地◎〒６３６-０２０２　奈良県磯城郡川西町結崎１８６６ 

ＴＥＬ◎０７４５-４４-００３９ 

ＵＲＬ◎http://www.shikige-jh.ed.jp/

特集 

新課程対応 

時数確保のひと工夫 

新
課
程
の
全
面
実
施
で 

問
わ
れ
る
の
は
教
師
の
「
創
造
力
」 

２００９（平成２１）年度の時間割　2年1組の例 

 8:25 - 8:30 

 8:30 - 8:40 

 8:50 - 9:40 

 9:50 - 10:40 

10:50 - 11:40 

 11:50  - 12:40 

 12:40 - 13:25 

 13:30 - 13:40 

 13:50 - 14:40 

 14:30  - 15:20） 

 14:50  - 15:00  

 
 
1 
2 
3 
4 
 
 
5 

（6 
 

  朝 の 学 活   

月 火 水 木 金 

    

英 語 数 学 社 会 総 合 学 活 

美 術 国 語 数 学 社 会 英 語 

技 術 
 

理 科 
国 語 音 楽 選 択 Ａ 

理 科 国 語 理 科 

  給 食   

清 掃 清 掃 ― ― 

― ― ― 

清 掃 

保 体 社 会 総 合 英 語 道 徳 

 保 体  数 学  

    

早 朝 学 習    

 

終 学 活（６校時までの日は１５：３０～１５：４０） 

こ
と
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■
選
択
教
科
で
教
科
学
習
に
無
い
体
験
活
動
を 

　
同
校
は
、
教
科
に
関
連
し
た
体
験
学
習
や
異
年
齢

交
流
の
機
会
を
選
択
教
科
に
取
り
入
れ
て
い
る
（
図
）。 

　
一
つ
は
３
年
生
の
学
校
選
択
で
行
う
技
術
・
家
庭

科
。
０８
年
度
ま
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以

下
、
総
合
学
習
）
で
行
っ
て
い
た
が
、
０９
年
度
は
総

合
学
習
の
時
数
が
減
っ
た
た
め
、
学
校
選
択
と
し
た
。

技
術
科
で
は
も
の
づ
く
り
を
、
家
庭
科
で
は
保
育
を

体
験
。
家
庭
科
で
は
生
徒
が
各
自
絵
本
を
作
り
、
地

域
の
幼
稚
園
を
訪
問
し
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
う
。 

　
も
う
一
つ
は
、
２
年
生
の
選
択
Ａ
だ
。
授

業
時
数
の
多
い
国
・
数
・
英
を
除
く
６
教
科

で
開
設
。
前
・
後
期
で
異
な
る
講
座
を
希
望

制
で
選
択
す
る
。
い
ず
れ
も
必
修
の
授
業
と

は
別
扱
い
と
し
、
箏
や
合
気
道
な
ど
体
験
型

の
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
た
。 

　
１２
年
度
に
は
選
択
教
科
が
無
く
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
教
科

で
生
か
す
こ
と
は
十
分
可
能
だ
と
考
え
て
い

る
。
例
え
ば
、
毎
回
外
部
講
師
を
招
い
て
行

い
、
男
女
を
問
わ
ず
人
気
の
高
い
箏
の
授
業
。

新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
伝
統
音
楽
の

重
視
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
全
面
実
施
後
も

音
楽
の
単
元
に
組
み
込
む
予
定
だ
。
更
に
、「
総

合
学
習
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

２
月
に
は
外
部
講
師
の
人
脈
を
生
か
し
て
箏

や
三
味
線
、
尺
八
の
演
奏
を
聴
き
、
そ
の
後

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
そ
れ
ら
の
楽
器
を

体
験
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ

れ
は
企
画
次
第
で
学
習
を
も
っ
と
深
め
ら
れ
ま
す
し
、

外
部
の
方
と
交
流
す
る
機
会
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も

な
り
ま
す
」（
田
中
校
長
）
と
説
明
す
る
。 

■
選
択
と
少
人
数
制
で
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る 

　
学
力
定
着
の
手
段
に
も
、
選
択
教
科
を
活
用
す
る
。 

　
３
年
生
の
選
択
Ｂ
は
、
入
試
を
意
識
し
、
基
礎
・

基
本
の
徹
底
を
目
的
と
し
た
習
熟
度
別
の
授
業
だ
。

国
・
数
・
英
そ
れ
ぞ
れ
に
標
準
コ
ー
ス
・
発
展
コ
ー

ス
を
用
意
し
、
生
徒
自
身
に
２
教
科
分
の
コ
ー
ス
を

選
ば
せ
る
。
選
ん
だ
コ
ー
ス
が
合
わ
な
い
と
途
中
で

分
か
っ
て
も
、
１
年
間
は
変
更
で
き
な
い
。
田
中
校

長
は
、「
人
生
に
は
何
度
も
選
択
を
す
る
機
会
が
あ

り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
選
択
が
成
功
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
選
ん
だ
道
に
責
任
を
持
っ
て

欲
し
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
」
と
説
明
す
る
。 

　
選
択
Ｂ
は
、
１
・
２
年
生
担
当
の
３
教
科
の
教
師

も
授
業
を
受
け
持
つ
。
学
年
を
越
え
、
教
師
全
体
で

生
徒
を
見
て
い
く
と
共
に
、
教
師
間
の
業
務
平
準
化

を
図
る
た
め
だ
。 

　
選
択
Ｃ
は
、
毎
日
１０
分
間
の
朝
学
習
。
２
・
３
年

生
で
は
年
３５
時
間
を
計
上
し
、
５
教
科
を
１
週
間
単

位
で
回
す
。
１
年
生
は
３
教
科
の
学
習
を
週
３
日
行

い
、
残
り
２
日
は
読
書
と
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
時
間
と

し
、
総
合
学
習
の
時
間
に
読
み
替
え
て
い
る
。 

こ
と 

こ
と 

こ
と 

選
択
教
科
に
、体
験
活
動
と
基
礎
学
力
定
着
を
組
み
込
む
 

1
教
育
課
程
編
成
・
運
用
、
時
数
確
保
の
工
夫
 

・社・理・音・美・
保体・技家（６
教科、６講座）
のうち２講座 

・希望制 
・前期と後期で
異なる教科を
選択 

・国・数・英のう
ち２教科 

・各教科で標準
コースと発展コ
ースを設置 

・希望制（途中
変更不可） 

・国・社・数・理・
英・総合 

・朝の１０分間を
モジュール扱い 

・１年生：週３日は
国・数・英のど
れか。週単位
で教科をローテ
ーション。週２
日は朝読書とし
て総合に計上 

・２・３年生：５教
科を週単位で
ローテーション 

図 選択教科の種類と年間授業時数（２００９年度～） 

・技術・家庭 
（技術：もの
づくり、家庭：
保育をそれ
ぞれ週０．５コ
マ） 

２００９年度と同
様 

２０１０ 
（平成２２） 
年度以降 
の予定 

２０１０年度は３５
時間、２０１１年
度はなし 

２０１０年度は２年
生が年１５時間に。
２０１１年度は、２０
１０年度と同様 

2012年度は
年5時間に 

２００９ 
（平成２１） 

年度 

２０１０ 
（平成２２） 

年度 

２０１１ 
（平成２３） 

年度 

１５ 

７０ ５０ 

１４０ ３５ 

１５ 

３５ 

３５ ７０ 

３５ 

１年生 

２年生 

３年生 １０５ ７０ 

生徒選択 

選択A 
（課題別） 

選択B 
（習熟度別） 

選択C 
（補充学習） 

学校選択  
時数合計（予定も含む） 

新課程の全面実施後について
は検討中 
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■
自
校
式
給
食
を
生
か
し
、
時
間
割
を
柔
軟
に
変
更 

　
授
業
時
数
の
確
保
の
た
め
、
給
食
日
数
を
増
や
し

て
い
る
。
自
治
体
が
定
め
る
年
間
の
給
食
日
数
の
上

限
は
１
６
０
日
。
同
校
の
場
合
、
か
つ
て
は
１
５
０

日
ほ
ど
だ
っ
た
。
０９
年
度
は
、
各
学
期
の
始
業
式
直

後
の
期
間
を
給
食
日
に
変
更
す
る
な
ど
し
て
、
年
間

１
５
６
日
を
実
施
す
る
予
定
だ
。
例
え
ば
２
学
期
の

場
合
、
始
業
式
の
あ
る
９
月
１
日
だ
け
が
午
前
の
み

で
、
２
日
か
ら
は
給
食
を
始
め
、
午
後
に
も
授
業
を

行
う
。
年
間
授
業
時
数
を
約
１２
時
間
確
保
で
き
る
。 

　
ま
た
、
年
数
回
は
給
食
の
時
間
を
３
時
間
目
後
に

前
倒
し
す
る
な
ど
、
自
校
方
式
の
利
点
を
生
か
し
、

柔
軟
に
時
間
割
を
変
更
し
て
い
る
。 

■
行
事
の
精
選
は
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る 

　
行
事
は
全
体
的
に
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
傾
向
に

あ
る
。
同
校
は
毎
年
１
月
初
旬
ま
で
に
、
そ
の
年
度

の
行
事
を
振
り
返
り
、
次
年
度
の
年
間
計
画
を
吟
味

す
る
。「
新
年
度
に
な
っ
て
か
ら
で
は
、
異
動
す
る

教
師
も
い
る
た
め
、
前
年
度
の
課
題
が
十
分
に
反
映

さ
れ
な
い
」（
田
中
校
長
）
か
ら
だ
。
こ
れ
ま
で
も
、

修
学
旅
行
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
と
判
断
す
れ
ば

訪
問
先
を
変
更
す
る
な
ど
、
教
師
の
企
画
力
を
生
か

し
て
改
善
を
続
け
て
き
た
。 

　
０９
年
１０
月
時
点
で
、
１０
年
度
以
降
の
行
事
は
既
に

検
討
済
み
だ
。
例
え
ば
２
年
生
の
校
外
学
習
は
、
琵

琶
湖
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
を
１
泊
２
日
か
ら
日
帰
り
に

変
更
す
る
こ
と
で
、
授
業
時
数
を
増
や
す
。
逆
に
、

充
実
を
図
る
行
事
も
あ
る
。
１
年
生
の
入
学
直
後
に

実
施
す
る
日
帰
り
校
外
学
習
は
、
１
泊
２
日
の
宿
泊

学
習
に
す
る
予
定
だ
。 

　「
最
近
の
生
徒
を
見
て
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期

に
生
徒
同
士
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を
経
験
さ
せ
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
互
い
を
理
解
し
合
え
る
よ
う
に
な
り
、

学
級
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
か
ら
で
す
。
何
を
減

ら
し
何
を
残
す
か
は
、
目
の
前
の
生
徒
た
ち
の
状
況

で
常
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
」（
田
中
校
長
） 

■
時
間
割
作
成
ソ
フ
ト
を
使
い
、
最
後
は
手
作
業 

　
同
校
で
は
週
ご
と
に
時
間
割
を
作
成
し
て
い
る
。

磯
城
郡
内
に
は
中
学
校
が
３
校
し
か
な
く
、
ど
う
し

て
も
郡
の
世
話
役
を
す
る
頻
度
が
高
く
な
り
、
教
師

の
出
張
が
多
い
か
ら
だ
。 

　
ま
ず
、
教
科
担
任
が
２
週
間
先
の
予
定
を
リ
ク
エ

ス
ト
表
に
記
入
し
て
教
務
担
当
に
提
出
す
る
。
教
務

主
任
は
そ
れ
を
基
に
時
間
割
を
作
成
し
、
次
の
１
週

間
分
の
時
間
割
を
出
力
、
各
教
室
に
張
り
出
す
。
日

直
の
生
徒
が
確
認
を
し
て
掲
示
用
の
時
間
割
を
入
れ

替
え
る
。
以
前
は
翌
週
の
時
間
割
を
プ
リ
ン
ト
し
て

生
徒
全
員
に
配
布
し
て
い
た
が
、
労
力
が
か
か
る
た

め
現
在
の
方
式
に
し
た
。
問
題
は
全
く
無
い
と
い
う
。 

　
同
校
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
の
は
、
時
間
割
作

成
ソ
フ
ト
だ
。
毎
週
、
合
計
３
０
０
コ
マ
以
上
（
２７

コ
マ
×
１２
学
級
分
）
の
時
間
割
を
す
べ
て
手
作
業
で

組
む
の
は
困
難
な
た
め
、
数
年
前
か
ら
市
販
の
ソ
フ

ト
を
活
用
。
行
事
や
出
張
が
多
い
週
は
約
７０
％
、
そ

う
で
な
い
週
は
約
９０
％
の
コ
マ
を
自
動
的
に
作
成
出

来
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
入
力
し
た
条
件
だ
と
理
科

室
が
重
複
し
て
し
ま
う
場
合
な
ど
は
エ
ラ
ー
が
表
示

さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
上
で
調

整
す
る
。
あ
る
教
師
に
急
な
出
張
が
入
り
、
授
業
を

入
れ
替
え
る
必
要
が
あ
る
場
合
も
同
様
だ
。
最
終
的

な
微
調
整
も
含
め
て
、
１
週
間
分
を
２
、
３
時
間
程

度
で
作
成
し
て
い
る
。
課
題
は
、
現
在
使
用
し
て
い

る
ソ
フ
ト
に
は
２
人
の
教
師
間
で
授
業
を
入
れ
替
え

る
機
能
は
あ
る
が
、
実
際
に
行
う
こ
と
が
多
い
３
人

の
授
業
を
入
れ
換
え
る
機
能
が
な
い
こ
と
だ
と
い
う
。 

　
同
校
で
は
こ
の
ソ
フ
ト
と
併
せ
て
、
各
教
科
・
ク

ラ
ス
の
授
業
進
度
を
エ
ク
セ
ル
で
管
理
。
更
に
、
例

え
ば
体
育
大
会
前
後
に
台
風
が
接
近
し
て
い
る
と
わ

か
っ
た
ら
、
３
パ
タ
ー
ン
の
時
間
割
を
作
成
し
て
備

え
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
時
間
割
管
理
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
自
習
は
１
ク
ラ
ス
に
つ
き
年
に
１

回
程
度
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。 

特集 

給
食
日
の
増
加
や
行
事
の
精
選
で
時
数
確
保
 

時
間
割
を
毎
週
作
成
し
、自
習
を
な
く
す
 

3 2

新課程対応 

時数確保のひと工夫 

11 ［中学版］ 2009 Vol .3



   

　
大
村
市
立
郡
中
学
校
に
は
素
直
で
の
ん
び
り
し
た

気
質
の
生
徒
が
多
く
、
広
々
と
し
た
校
舎
で
落
ち
着

い
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
行
事
や
部
活
動
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
一
方
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す

る
力
や
体
験
活
動
の
経
験
が
や
や
不
足
気
味
で
あ
る
。

学
習
面
で
は
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
、
集
中
し
て
徹

底
的
に
や
り
抜
く
力
が
弱
い
点
が
課
題
だ
。
教
務
主

任
の
刈
山
弘
全
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。 

　「
な
か
に
は
、
１
年
生
の
基
礎
的
な
内
容
で
つ
ま

ず
い
た
ま
ま
３
年
生
に
進
級
し
、
授
業
が
分
か
ら
ず

自
信
を
な
く
し
て
い
る
生
徒
も
相
当
数
い
ま
す
。
そ

う
し
た
生
徒
に
も
授
業
を
理
解
し
て
欲
し
い
た
め
、

３
年
生
で
は
１
年
生
の
内
容
に
戻
っ
て
説
明
し
直
す

こ
と
に
時
間
を
割
い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
し
か

し
本
当
は
、
新
学
習
指
導
要
領
で
強
調
さ
れ
て
い
る

『
活
用
』
す
る
力
な
ど
、
本
来
教
え
る
べ
き
内
容
に

十
分
な
時
間
を
使
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
１
年
生
か
ら
基
礎
・
基
本
を
身
に
付
け
さ
せ

る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
」 

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
同
校
で
は
基
礎
・
基

本
の
定
着
に
主
眼
を
置
い
た
教
育
課
程
を
編
成
し
て

い
る
。
同
時
に
、
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
や
、
短
時
間
で
も
静
か
に
学
習
に
向

か
う
集
中
力
の
育
成
に
も
力
を
注
ぐ
。 

　
そ
の
た
め
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
新
学
習
指
導

ひ
ろ
ま
さ 

基
礎
の
定
着
を
目
指
す
朝
学
習
を 

教
育
課
程
の
柱
の
一
つ
に 

・移行期間中は文部科学省の示す標準授業時数で運用する予定 
・「総合的な学習の時間」は全面実施以降の時数とする 
・基礎・基本定着のため、朝の帯時間に「トレーニング学習」を実施。１年生は必修数学の１コマ分、２・３年生は学校選択教科（数学、国語、英語）の時間に計上する 
・伝統行事である合唱祭の取り組みを含めた合唱指導を行うため、全学年で１５～５０時間の学校選択教科（音楽）を開設 

朝
の
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
習
」
で 

学
力
向
上
と
業
務
平
準
化
を
両
立 

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
を
見
据
え
て
、朝
学
習
の
内
容
を
整
理
・
系
統
化
し
て
い
る
大
村
市
立
郡
中
学
校
。
 

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
主
眼
に
置
き
な
が
ら
、 

会
議
の
効
率
化
や
業
務
の
平
準
化
と
い
っ
た
教
師
の
負
担
に
も
配
慮
し
た
改
善
を
続
け
て
い
る
。
 

長
崎
県
大
村
市
立
郡
中
学
校
 

学
校
事
例
 
3

 
国語 

 
社会 

 
数学 

 
理科 

 
音楽 

 
美術 保健 

体育 

 
技術 
・ 
家庭 
 

 
外国語 

 
道徳 特別 

活動 
選択 
教科等 

総合的な 
学習の 
時間 

 
合計 

1
4

（140） 
3

（105） 
4

（140） 
3

（105） 
1.3
（45） 

1.3
（45） 

2.6
（90） 

2
（70） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

0.4
（15）

1.4
（50） 

28
（980） 

2
3

（105） 
3

（105） 
3

（105） 
4

（140） 
1

（35） 
1

（35） 
2.6
（90） 

2
（70） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

1.4
（50） 

2
（70） 

28
（980） 

3
3

（105） 
2.4
（85） 

4
（140） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

2.6
（90） 

1
（35） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 

3
（105） 

2
（70） 

28
（980） 

学年 

こ
お
り 

２０１０（平成２２）年度の教育課程（予定）＊（　）は年間授業時数 
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要
領
の
全
面
実
施
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
２
０
０
９
年

度
か
ら
始
め
た
の
が
、
全
学
年
で
毎
朝
１０
分
間
の
帯

時
間
を
利
用
し
て
行
う
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
習
」
だ

（
Ｐ． 
１４
）。 

   

　
移
行
期
間
中
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
負
担
増
を

抑
え
な
が
ら
、
担
当
教
科
に
よ
っ
て
異
な
る
業
務
量

を
平
準
化
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
全
体
と
し

て
、
年
間
授
業
時
数
を
９
８
０
時
間
内
に
収
め
る
よ

う
に
し
、
行
事
も
精
選
（
Ｐ． 
１５
）
し
て
い
る
。 

　
選
択
教
科
の
時
数
は
上
限
ま
で
確
保
し
、
時
数
増

と
な
る
教
科
を
開
設
。
そ
の
一
部
は
教
師
全
員
で
担

当
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

（
以
下
、
総
合
学
習
）
の
時
数
は
下
限
の
値
を
と
り
、

内
容
を
絞
り
込
ん
だ
（
Ｐ． 
１５
）。 

　
朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
習
は
教
科
と
し
て
時
数
に

計
上
。
学
級
担
任
を
始
め
、
各
学
年
団
の
教
師
全
員

で
生
徒
を
見
る
こ
と
で
、
教
師
の
業
務
量
を
平
準
化

す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。 

　
朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
習
導
入
に
よ
る
時
間
割
の

変
更
に
伴
い
、
教
師
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
も
試
行
錯
誤
中
だ
。
学
年
内
の
連
絡
は
、
０９

年
度
か
ら
職
員
室
で
は
な
く
各
学
年
の
階
の
廊
下
で

行
っ
て
い
る
。
全
担
任
が
集
ま
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学

習
の
前
後
の
時
間
を
利
用
し
て
い
る
の
だ
。 

　
全
体
職
員
連
絡
会
は
、
朝
に
時
間
を
確
保
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
、
月
曜
と
木
曜
の
夕
方
に
各
２０
分
で

行
う
こ
と
に
し
た
。
た
だ
、
夕
方
は
生
徒
指
導
な
ど

に
対
応
す
る
教
師
も
い
る
た
め
、
教
師
全
員
が
集
ま

る
こ
と
が
難
し
い
。
教
師
か
ら
朝
の
職
員
連
絡
会
復

活
の
要
望
が
強
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
０９
年
度
の
後

期
か
ら
木
曜
は
夕
方
に
残
し
、
月
曜
だ
け
朝
に
戻
す

な
ど
、
現
状
に
合
わ
せ
な
が
ら
改
善
を
続
け
て
い
る
。 

　
時
間
が
長
引
き
が
ち
な
職
員
会
議
は
、
回
数
を
増

や
し
、
１
回
を
１
時
間
程
度
に
短
縮
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
更
に
、
既
設
の
学
年
別
連
絡
用
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
加
え
て
、
全
教
師
向
け
の
も
の
を
新

た
に
設
置
し
た
。
口
頭
で
の
連
絡
に
か
か
る
時
間
を

減
ら
す
た
め
だ
。
今
後
も
教
師
間
の
連
絡
方
法
を
見

直
し
、
効
率
化
し
て
い
く
考
え
だ
。 

　
基
礎
・
基
本
の
定
着
の
た
め
に
学
習
に
集
中
し
て

徹
底
的
に
取
り
組
む
時
間
と
共
に
、
学
級
全
体
で
行

事
に
打
ち
込
む
時
間
も
重
視
す
る
。
指
導
の
ね
ら
い

に
応
じ
て
「
静
と
動
」
の
め
り
は
り
を
明
確
に
し
た
教

育
課
程
と
、
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確

保
す
る
た
め
に
、
会
議
の
在
り
方
を
柔
軟
に
改
善
し

て
い
る
点
が
、
同
校
の
取
り
組
み
の
特
徴
と
い
え
る
。 

大
村
市
立
郡
中
学
校 

戸
田
朋
彦
　Toda Tom

ohiko�

研
究
主
任
、数
学
科
担
当
、１
学
年
担
任 

大
村
市
立
郡
中
学
校 

刈
山
弘
全
　K

ariyam
a H

irom
asa�

教
務
主
任
、数
学
科
担
当 

学校データ 

時間割は年３回変更している。月曜６校時の「A」は、全校集会や行事の準備、時数が不
足しそうな授業を入れる。月曜は８：４０～８：５０に職員朝会を行うため、学級会と朝読書の時
間を入れ替える。トレーニング学習の導入に伴い、朝読書と中休みを各５分短縮し、朝の学
級会と１校時の間を５分延長。昨年度までの終了時刻より計５分遅くなる 

◎１９４７（昭和２２）年開校。校
訓は「自主・自律・創造・連帯」。
２００４年度から３年間、文部科
学省の指定を受け、特別支援
教育の校内支援体制や地域
支援システムの構築、教育課
程の編成などを研究した。 

校長◎一瀬明則先生　　生徒数◎５５２人　 

学級数◎１７学級（１年生６、２年生５、３年生５、特別支援学級１） 

教職員数◎校長１人、教頭１人、教諭２９人、講師４人、職員等１２人 

所在地◎〒８５６-０８０９　長崎県大村市沖田町６９ 

ＴＥＬ◎０９５７-５５-８３１８ 

ＵＲＬ◎http://www.city.omura.nagasaki.jp/school/info/ 
　　　prev.asp?fol_id=1570

特集 

新課程対応 

時数確保のひと工夫 

教
師
の
負
担
平
準
化
と 

会
議
の
効
率
化
を
模
索 

２００９（平成２１）年度の時間割 3年1組（Ⅱ期７月１３日～１２月１１日）の例 

 8:15 - 8:25 

 8:25  - 8:35 

 8:35  - 8:45 

 8:55 - 9:45 

 9:55 - 10:45 

 10:55 - 11:45 

 11:55 - 12:45 

 12:45  - 13:40 

 13:40 - 14:30 

 14:40 - 15:30 

 15:35 - 15:50 

 15:55 - 16:05  

 
 
 
1 
2 
3 
4 
 
5 
6 
 
 

  朝 読 書   

月 火 水 木 金 

    

数 学 理 科 英 語 音 楽 選択音楽 

理 科 英 語 社 会 社 会 国 語 

英 語 数 学 国 語 社 会 

技 家 美 術 数 学 理 科 

  昼 食 ・ 昼 休 み 

保 体 

  

国 語 道 徳 保 体 学 活 選択数学 

A ー 総 合 ー 総 合 

 

ト レ ー ニ ン グ 学 習 

学 級 会 

清 掃（５校時までの日は１４：３５～１４：５０） 

学 級 会（５校時までの日は１４：５５～１５：０５） 
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■
技
能
を
身
に
付
け
る
学
習
で
達
成
感
を 

　
朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
習
（
写
真
）
は
、
学
年
ご

と
に
教
育
課
程
上
で
の
位
置
付
け
が
異
な
り
、
そ
れ

に
応
じ
て
内
容
も
違
う
。
１
年
生
の
場
合
、
週
１
コ

マ
増
え
た
数
学
に
計
上
。
計
算
練
習
の
プ
リ
ン
ト
を

配
り
、
１
、
２
週
間
、
同
じ
問
題
に
繰
り
返
し
取
り
組

ま
せ
、
毎
週
金
曜
日
に
小
テ
ス
ト
を
実
施
。
教
科
担

任
と
学
級
担
任
で
結
果
を
共
有
す
る
（
図
）。
上
達

す
る
経
験
を
積
ま
せ
、
生
徒
に
自
信
を
付
け
さ
せ
る

の
が
ね
ら
い
で
、
教
師
も
「
出
来
た
こ
と
を
褒
め
る
」

よ
う
心
掛
け
る
。
数
学
科
担
当
の
戸
田
朋
彦
先
生
は
、

数
学
は
帯
時
間
の
学
習
に
適
し
た
教
科
だ
と
話
す
。 

　「
知
識
の
獲
得
よ
り
、
技
能
を
身
に
付
け
る
方
が

達
成
感
が
あ
り
、
意
欲
が
高
ま
る
と
考
え
ま
し
た
。

基
礎
が
未
定
着
の
生
徒
は
正
答
率
ア
ッ
プ
、
基
礎
が

出
来
た
生
徒
は
速
度
ア
ッ
プ
と
学
力
に
合
わ
せ
て
目

標
を
変
え
や
す
い
の
も
利
点
で
す
。
当
初
の
予
想
以

上
に
生
徒
の
計
算
力
が
付
い
て
い
ま
す
」 

■
教
師
全
員
で
担
当
し
、
負
担
を
平
準
化
す
る 

　
朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
習
は
、
数
学
教
師
の
負
担

を
分
散
さ
せ
る
ね
ら
い
も
あ
る
。
こ
の
時
間
は
、
学

級
担
任
に
加
え
て
、
学
年
主
任
ら
学
級
担
任
を
持
た

な
い
教
師
が
全
員
、
教
室
を
巡
回
す
る
。「
１
日
１０

分
、
全
員
で
負
担
増
を
分
か
ち
合
う
〝
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
〞
で
す
」

（
刈
山
先
生
）。 

　
ま
た
、
数
学
教

師
１
人
で
１
学
年

全
学
級
を
担
当
す

る
た
め
の
方
策
で

も
あ
る
。
１
学
年

６
学
級
の
同
校
で

は
、
週
４
コ
マ
に

な
る
と
１
人
の
数

学
教
師
で
全
学
級

を
見
ら
れ
な
い
が
、

週
３
コ
マ
ま
で
な
ら
可
能
だ
。
１
人
で
担
当
す
れ
ば
、

複
数
で
見
る
場
合
に
必
要
な
会
議
の
手
間
を
省
け
る
。 

　
課
題
は
、
本
来
週
４
コ
マ
の
数
学
を
週
３
コ
マ
で

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
年
間
指
導
計
画
よ
り
進
度

が
遅
れ
気
味
な
こ
と
だ
。「
０９
年
度
は
よ
り
効
果
的

な
方
策
を
模
索
す
る
段
階
。
課
題
を
洗
い
出
し
改
善

し
て
い
き
ま
す
」
と
戸
田
先
生
は
話
す
。 

　
他
学
年
も
基
本
は
同
じ
。
２
年
生
が
選
択
教
科
の

国
語
と
数
学
、
３
年
生
は
同
じ
く
国
語
と
英
語
だ
。 

　
全
面
実
施
後
の
選
択
教
科
の
廃
止
に
伴
い
、
教
育

課
程
へ
組
み
込
む
か
、
教
育
課
程
外
の
自
習
扱
い
と

す
る
か
は
検
討
中
だ
。
教
育
課
程
に
組
み
込
む
場
合

は
、
一
定
期
間
ご
と
に
特
定
教
科
の
朝
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
学
習
を
行
い
、
通
常
の
授
業
の
時
数
と
合
算
す

る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
数
学
は
４
、
５

月
を
朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
習
、
６
月
以
降
は
通
常

授
業
の
み
、
英
語
は
４
、
５
月
と
８
月
以
降
が
通
常

授
業
、
６
、
７
月
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
習
を
加
え
る
、

と
い
っ
た
具
合
だ
。
難
点
は
、
授
業
時
数
の
計
算
が

煩
雑
に
な
る
こ
と
だ
と
い
う
。 

　「
現
時
点
で
、
ど
ち
ら
が
良
い
か
を
判
断
す
る
の

は
早
計
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
全
面
実
施
ま
で
に
朝

の
帯
時
間
は
全
教
師
で
指
導
す
る
と
い
う
雰
囲
気
を

高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
」（
刈
山
先
生
） 

写真　１年生の朝のトレーニング学習の様子。学級担任に加えて、担
任を持たない教師も教室を巡回して指導する 

教科担当者がトレーニングの一環として行う小テストの結果を集約し、
コメントや指導上のアドバイスと共に学級担任に報告する 

教
育
課
程
へ
の
移
行
を
視
野
に
、朝
の
帯
時
間
を
活
用
 

1
教
育
課
程
編
成
・
運
用
、
時
数
確
保
の
工
夫
 

図 １年生数学科トレーニングの記録 

記録シートは、Benesse教育研究開発センターの
ウェブサイトから加工可能な形式（データを入れる
と正答率等が自動表示）でダウンロードできます。 
http://view21.jp/c9311/
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■
合
唱
祭
の
練
習
を
選
択
音
楽
で
行
う 

　
合
唱
祭
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
参
加

し
、
学
級
が
ま
と
ま
り
活
性
化
す
る
機
会
と
し
て
、

大
村
市
全
体
で
数
十
年
、
力
を
入
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
今
後
も
重
視
す
る
。 

　
移
行
期
間
中
は
、
こ
れ
ま
で
特
活
な
ど
で
確
保
し

て
い
た
合
唱
練
習
の
時
間
を
、
学
校
選
択
の
音
楽
と

し
て
設
定
。
１
年
生
で
年
１５
時
間
、
２
、
３
年
生
は

そ
れ
ぞ
れ
年
５０
時
間
確
保
し
た
。
各
学
年
と
も
１５
時

間
分
は
、
２
月
の
合
唱
祭
の
直
前
練
習
と
当
日
で
ま

と
め
取
り
す
る
。
毎
日
１
時
間
行
う
直
前
練
習
が
、

２
週
間
で
計
１０
時
間
分
、
合
唱
祭
当
日
が
５
時
間
分

だ
。
直
前
練
習
は
主
に
生
徒
主
体
の
練
習
で
、
学
年

団
の
全
教
師
が
見
る
。
２
、
３
年
生
の
残
り
年
３５
時

間
分
は
、
通
年
で
週
１
回
の
授
業
を
行
い
、
音
楽
科

の
教
師
が
指
導
す
る
。 

　
１０
年
度
以
降
は
、
選
択
教
科
の
授
業
時
数
削
減
に

伴
っ
て
選
択
教
科
と
し
て
の
音
楽
を
減
ら
し
、
全
面

実
施
後
は
ゼ
ロ
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

　「
合
唱
祭
の
練
習
は
放
課
後
の
課
外
活
動
へ
と
移

行
す
る
予
定
。
会
議
な
ど
で
指
導
出
来
な
い
場
合
や
、

勤
務
終
了
時
間
の
関
係
か
ら
最
大
２０
分
し
か
指
導
出

来
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
」（
刈
山
先
生
） 

■
文
化
祭
は
完
全
廃
止
、
体
育
祭
は
内
容
を
見
直
す 

　
合
唱
祭
以
外
の
行
事
は
、
授
業
時
数
確
保
の
た
め

に
精
選
し
た
。
例
え
ば
、
文
化
祭
は
完
全
に
廃
止
し
、

そ
れ
を
簡
略
化
し
た
学
習
発
表
会
の
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
で
も
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
体
育
祭
は
０８
年
度

か
ら
３
学
年
の
縦
割
り
集
団
に
よ
る
対
抗
戦
を
導
入
。

３
年
生
が
応
援
練
習
な
ど
で
下
級
生
を
指
導
す
る
経

験
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
培
う
と
共
に
、
異

学
年
交
流
に
よ
っ
て
校
内
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。 

　
毎
週
月
曜
の
６
時
間
目
に
は
、
全
学
年
で
「
Ａ
」

と
い
う
学
校
裁
量
の
時
間
枠
を
設
定
し
た
。
行
事
の

準
備
や
課
外
活
動
、
全
校
集
会
、
委
員
会
活
動
、
欠

時
と
な
っ
た
授
業
な
ど
に
充
て
て
い
る
。 

■
多
単
元
方
式
で
探
究
サ
イ
ク
ル
を
短
く
設
定 

　
総
合
学
習
の
時
数
は
、
３
年
後
の
全
面
実
施
に
備

え
て
下
限
の
値
（
１
年
生
５０
時
間
、
２
、
３
年
生
７０

時
間
）
と
し
た
。
た
だ
、
時
数
が
減
っ
て
も
授
業
の

質
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
、
内
容
を
精
選
し
た
。 

　
同
校
の
総
合
学
習
は
「
生
き
方
を
学
ぶ
」「
学
び

方
を
学
ぶ
」
の
二
本
立
て
。
全
学
年
で
平
和
・
人
権

の
調
べ
学
習
を
行
う
ほ
か
、
１
年
生
は
表
現
ス
キ
ル

の
学
習
や
郷
土
調
査
な
ど
、
２
年
生
は
職
場
体
験
や

進
路
計
画
な
ど
、
３
年
生
は
高
校
調
べ
や
自
分
史
の

作
成
と
、
多
数
の
テ
ー
マ
を
単
元
形
式
で
用
意
す
る
。

０９
年
度
は
授
業
時
数
削
減
に
対
応
し
必
要
性
の
高
い

も
の
に
絞
っ
た
。
単
元
形
式
は
以
前
か
ら
行
っ
て
い

た
た
め
、
大
規
模
な
再
編
の
必
要
は
な
か
っ
た
。 

　「
通
年
で
一
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
場
合
、
課

題
設
定
の
仕
方
が
１
年
間
の
学
習
活
動
に
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
、
年
度
当
初
の
細
や
か
な
指
導
が
必
要
で

す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
生
徒
全
員
に
課
題
意
識
を

持
た
せ
、
設
定
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。
課
題
設
定
後

の
追
究
期
間
に
中
だ
る
み
も
あ
り
ま
す
。
本
校
の
生

徒
の
現
状
か
ら
す
る
と
、
１
テ
ー
マ
の
追
究
期
間
を

短
く
し
て
、
課
題
設
定
、
追
究
、
ま
と
め
と
い
う
一

連
の
流
れ
を
何
回
も
繰
り
返
し
た
方
が
、
追
究
す
る

力
が
身
に
付
く
と
考
え
て
い
ま
す
」（
刈
山
先
生
） 

■
数
学
と
体
育
は
学
校
選
択
で
先
行
実
施 

　
時
数
増
と
な
る
教
科
の
う
ち
、
３
年
生
の
数
学
と

体
育
は
、
い
ず
れ
も
学
校
選
択
と
し
て
先
取
り
し
た
。

数
学
は
週
１
コ
マ
、
体
育
は
０
・
４
コ
マ
（
年
２０
時

間
）
を
使
い
、
増
加
す
る
指
導
内
容
を
盛
り
込
む
。 

　「
０８
年
度
の
選
択
教
科
で
保
健
体
育
の
人
気
が
高

く
、
全
国
的
に
中
学
生
の
体
力
が
伸
び
悩
ん
で
い
た

こ
と
が
、
学
校
選
択
で
保
健
体
育
を
設
け
た
理
由
で

す
。
本
当
は
、
英
語
も
時
数
増
か
少
人
数
制
授
業
と

し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
英
語
教
師
の
持
ち
時
間
数

を
考
え
、
断
念
。
今
後
も
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
刈
山
先
生
） 

特集 

新課程対応 

時数確保のひと工夫 

伝
統
あ
る
合
唱
祭
を
残
し
、他
の
行
事
は
精
選
 

時
数
減
に
合
わ
せ
て
総
合
学
習
の
テ
ー
マ
を
絞
る
 

3 2
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横
浜
市
立
中
山
中
学
校
が
位
置
す
る
地
域
は
、
市

の
中
心
部
ま
で
電
車
で
１５
分
程
度
の
場
所
に
あ
り
な

が
ら
、
静
か
で
緑
豊
か
な
環
境
に
あ
る
。
古
く
か
ら

の
住
民
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
学
校
に
対
し
て
協
力

的
な
土
地
柄
で
、
地
域
と
学
校
と
の
交
流
の
機
会
と

な
る
行
事
も
盛
ん
だ
。
生
徒
は
明
る
く
都
会
的
で
人

懐
こ
く
、
お
お
む
ね
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
を
送
り
、

学
力
も
安
定
し
て
い
る
。 

　
教
育
課
程
の
編
成
と
年
間
の
行
事
計
画
で
重
視
す

る
の
は
、
相
談
活
動
の
充
実
だ
。 

　
諏
訪
部
真
史
校
長
は
、「
年
間
計
画
は
教
育
相
談

や
個
人
面
談
な
ど
、
生
徒
と
話
し
合
う
行
事
の
日
程

を
ま
ず
確
保
し
て
か
ら
、
全
体
を
調
整
し
て
い
ま
す
」

と
説
明
す
る
。
こ
れ
は
、
学
校
全
体
の
取
り
組
み
目

標
で
も
あ
る
「
指
導
の
個
別
化
」
の
具
体
策
の
一
つ

だ
。
今
の
と
こ
ろ
、
生
徒
指
導
上
深
刻
な
問
題
が
起

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
徒
の
学
力
や
家
庭
環

境
の
多
様
化
が
進
む
中
、
個
へ
の
対
応
を
学
校
全
体

で
意
識
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
だ
。 

　
こ
ま
や
か
な
指
導
の
一
環
と
し
て
、
１
年
生
の
数

学
と
英
語
は
、
す
べ
て
の
授
業
を
少
人
数
制
で
行
う
。 

　
野
口
み
か
子
副
校
長
は
、「
教
師
の
持
ち
時
間
数

は
増
え
ま
す
が
、
多
人
数
の
授
業
で
は
十
分
な
理
解

が
難
し
い
生
徒
が
増
え
る
よ
り
も
、
日
々
の
少
人
数

年
間
計
画
で
ま
ず
考
え
る
の
は 

相
談
活
動
の
日
程 

・各学年とも週２９コマとなっているが、朝学習の時間を含めて、「総合的な学習の時間」を中心に実質週３０コマを確保 
・３年生は、受験を視野に入れた学習習慣の定着と時数確保のため、９月からさらに１時間増加 
・選択教科は、２年生では国語・英語（各３５時間）、３年生では社会・数学・理科（各３５時間）としている 
・１年生は数学と英語で少人数制授業を実施（０９年度実績。１０年度は未定） 

週
３０
コ
マ
を
「
ゆ
る
く
」
運
用 

行
事
等
に
充
て
学
び
の
土
台
を
築
く 

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
を
見
据
え
、実
質
週
３０
コ
マ
を
確
保
し
て
い
る
横
浜
市
立
中
山
中
学
校
。
 

入
学
式
の
翌
日
か
ら
教
育
相
談
を
行
う
な
ど
、生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
最
優
先
す
る
。
管
理
職
の
率
先
垂
範
と
 

教
師
間
の
こ
ま
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、「
多
忙
」
な
が
ら
も
「
徒
労
」
に
な
ら
な
い
教
育
活
動
を
支
え
て
い
る
。
 

神
奈
川
県
横
浜
市
立
中
山
中
学
校
 

学
校
事
例
 
4

 
国語 

 
社会 

 
数学 

 
理科 

 
音楽 

 
美術 保健 

体育 

 
技術 
・ 
家庭 
 

 
外国語 

 
道徳 特別 

活動 
選択 
教科等 

総合的な 
学習の 
時間 

 
合計 

1
4

（140） 
3

（105） 
4

（140） 
3

（105） 
1.5
（50） 

1.5
（50） 

3
（105） 

2
（70） 

3
（105） 

1
（35） 

1
（35） 0

2
（70） 

29
（1015） 

2
3

（105） 
3

（105） 
3

（105） 
4

（140） 
1

（35） 
1

（35） 
3

（105） 
2

（70） 
3

（105） 
1

（35） 
1

（35） 
2

（70） 
2

（70） 
29

（1015） 

3
3

（105） 
3

（105） 
3

（105） 
3

（105） 
1

（35） 
1

（35） 
3

（105） 
1

（35） 
4

（140） 
1

（35） 
1

（35） 
3

（105） 
2

（70） 
29

（1015） 

学年 

２００９（平成２１）年度の教育課程 ＊（　）は年間授業時数 

16［中学版］ 2009 Vol .3



制
授
業
で
丁
寧
に
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

多
く
の
生
徒
が
授
業
内
容
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
良

さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
接
す

る
密
度
が
濃
い
授
業
と
な
る
の
で
、
互
い
の
信
頼
関

係
が
深
ま
り
、
多
く
の
教
師
が
充
実
感
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
。 

   

　
２
０
０
９
年
度
か
ら
は
、
週
２９
コ
マ
に
朝
の
帯
時

間
を
加
え
た
実
質
週
３０
コ
マ
で
運
用
し
て
い
る
。
ね

ら
い
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
新
教
育
課
程
の
全
面

実
施
を
見
据
え
て
、
教
師
・
生
徒
共
に
時
数
が
増
え

た
状
態
で
の
学
校
生
活
に
慣
れ
て
お
く
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
各
教
科
で
は
指
導
し
に
く
い
が
大
切
な
、

学
び
の
土
台
と
な
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
だ
。
増
加

し
た
時
数
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、

総
合
学
習
）
の
扱
い
と
し
、
学
校
行
事
と
そ
の
準
備

等
に
充
て
て
い
る
。 

　
指
導
の
個
別
化
を
進
め
、
時
数
を
増
や
せ
ば
、
当

然
、
教
師
の
負
担
が
増
え
る
。
ま
た
、
教
務
担
当
者

に
と
っ
て
は
時
間
割
の
調
整
も
ま
す
ま
す
煩
雑
に
な

る
。
そ
れ
で
も
、
同
校
に
は
授
業
に
も
校
務
に
も
前

向
き
に
取
り
組
む
雰
囲
気
が
あ
る
。
教
師
の
意
欲
が

維
持
さ
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
諏
訪
部
校
長
は
次

の
よ
う
に
語
る
。 

　「
す
べ
て
の
教
師
の
役
割
分
担
が
適
切
に
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
校
長
の
役
割
は
、
学
校

の
目
指
す
姿
を
明
確
に
し
て
先
生
方
に
示
す
こ
と
で

す
。
単
に
文
書
や
口
頭
で
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
ら
が
率
先
垂
範
す
る
。
た
だ
し
、
い
つ
も
校
長
が

前
に
出
る
の
で
は
な
く
、
校
内
の
リ
ー
ダ
ー
を
見
付

け
て
上
手
に
頼
り
、
先
生
方
の
意
思
疎
通
と
工
夫
で

問
題
解
決
で
き
る
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
先
生
方
の
動
き
を
見
て
任
せ
る
も
の
は
任
せ
、

も
し
何
か
あ
れ
ば
自
分
が
前
に
出
る
。
そ
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
学
校
全
体
の
目
的
意
識
が
共
有
さ
れ
る

と
共
に
、
各
自
が
ど
う
動
け
ば
よ
い
か
を
考
え
て
行

動
す
る
『
成
熟
し
た
教
師
集
団
』
が
出
来
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
々
飛
び
回
っ
て
い
る
先

生
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」 

横
浜
市
立
中
山
中
学
校 

畔
上
兼
一
　A

zegam
i K

enichi�

数
学
科
担
当 

横
浜
市
立
中
山
中
学
校 

畑
和
夫
　H

ata K
azuo�

教
務
主
任
、英
語
科
担
当 

横
浜
市
立
中
山
中
学
校
副
校
長 

野
口
み
か
子
　N

oguchi M
ikako

横
浜
市
立
中
山
中
学
校
校
長 

諏
訪
部
真
史
　S

uw
abe M

asafum
i

学校データ 

清 掃（５校時までの日は１４：４０～１４：５５） 

学 活（５校時までの日は１４：３０～１４：４０） 

「総合的な学習の時間」は、上記時間以外の特定期間に週１コマ分相当をまとめ取りする。
家庭科は後期に履修。以前はスライド制だったが、現在は固定制に変更 

◎１９４７（昭和２２）年開校。県
立四季の森公園の一角に位
置し、豊かな自然に囲まれてい
る。横浜市の小中一貫教育
の実践推進校として、三つの
小学校と連携を図った研究を
進め、教師は学区内の全小学
校への出張授業を行う。 

校長◎諏訪部真史先生　　生徒数◎７０８人　 

学級数◎２２学級（１年生７、２年生６、３年生６、個別支援学級３） 

教職員数◎校長１人、副校長１人、教諭３６人、講師６人、職員等５人 

所在地◎〒２２６-００１３　神奈川県横浜市緑区寺山町６５３-２１ 

ＴＥＬ◎０４５-９３１-２１０８ 

ＵＲＬ◎http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/jhs/nakayama/

特集 

週
３０
コ
マ
の
激
務
を
支
え
る 

「
成
熟
し
た
教
師
集
団
」 

２００９（平成２１）年度の時間割　1年1組の例 

 8:40  - 8:45 

 8:45  - 8:55 

 9:00  - 9:50 

 10:00  - 10:50 

 11:00  - 11:50 

 12:00  - 12:50 

 12:55  - 13:10 

 13:35  - 14:25 

 14:35  - 15:25 

 15:30  - 15:40 

 15:40  - 15:55  

 
 
1 
2 
3 
4 
 
5 
6 
 
 

  学 活   

月 火 水 木 金 

    

道 徳 英 語 社 会 数 学 技 術 

保 体 国 語 保 体 理 科 保 体 

数 学 社 会 国 語 音 楽 英 語 

理 科 理 科 数 学 国 語 国 語 

  昼 食   

音・美 数 学 技 術 英 語 学 活 

社 会 総 合  美 術  

朝 読 書 

新課程対応 

時数確保のひと工夫 
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■
「
ゆ
る
い
運
用
」
で
３
年
後
に
向
け
た
準
備
を 

　
０９
年
度
は
週
２９
コ
マ
と
し
、
朝
の
帯
時
間
を
加
え
、

実
質
３０
コ
マ
の
枠
を
確
保
。
増
加
分
は
総
合
学
習
に

充
て
た
。
そ
の
ね
ら
い
を
諏
訪
部
校
長
は
こ
う
話
す
。 

　「
一
つ
は
、
時
数
と
い
う
外
枠
に
３
年
か
け
て
生

徒
も
教
師
も
慣
れ
る
た
め
で
す
。
教
科
の
時
数
を
い

き
な
り
増
や
す
と
生
徒
の
心
理
的
負
担
は
大
き
く
、

教
師
の
持
ち
時
間
数
の
点
で
も
負
荷
が
大
き
い
か
ら

で
す
。
も
う
一
つ
は
、
教
育
の
質
の
維
持
に
対
す
る

配
慮
で
す
。
新
教
育
課
程
で
は
固
定
さ
れ
た
教
科
中

心
の
内
容
に
な
り
、
学
校
独
自
の
週
時
程
を
組
め
る

枠
が
縮
小
さ
れ
ま
す
が
、
標
準
時
数
だ
け
で
は
足
り

な
い
大
切
な
教
育
活
動
も
あ
り
ま
す
。
行
事
の
準
備

や
学
級
活
動
、
読
書
な
ど
が
そ
の
一
例
で
す
。
本
校

は
３０
コ
マ
と
多
め
の
枠
で
そ
れ
ら
の
時
間
を
確
保
し
、

意
図
的
に
『
ゆ
る
い
運
用
』
を
し
な
が
ら
、
３
年
間
で

教
科
・
領
域
の
内
容
と
併
せ
て
整
理
す
る
予
定
で
す
」 

　
総
合
学
習
は
、
人
権
・
福
祉
、
伝
統
文
化
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
な
ど
を
柱
に
、
事
前
・
事
後
学
習
を
含
め

た
行
事
が
中
心
だ
。
職
場
体
験
活
動
な
ど
は
ま
と
め

取
り
す
る
が
、
多
め
に
確
保
し
た
時
数
分
は
「
も
う

少
し
時
間
を
か
け
て
指
導
し
た
い
」
な
ど
、
そ
の
時
々

の
学
年
か
ら
の
要
請
で
使
う
。
教
務
主
任
の
畑
和
夫

先
生
は
「
本
来
は
予
め
時
数
を
配
分
で
き
れ
ば
よ
い

の
で
す
が
、
現
在
は
試
行
錯
誤
の
段
階
。
あ
と
１
、

２
年
た
て
ば
見
通
し
が
立
つ
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。 

　
３
年
生
で
は
、
９
月
か
ら
の
授
業
時
数
を
更
に
１

時
間
増
や
し
た
。
部
活
動
引
退
後
、
受
験
に
向
け
学

習
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
共
に
、
受
験
な
ど
の

関
係
で
減
り
が
ち
な
授
業
時
数
を
確
保
す
る
た
め
だ
。 

■
年
４
回
の
面
談
、家
庭
訪
問
、教
育
相
談
を
確
保 

　
同
校
は
面
談
活
動
を
大
切
に
し
、
生
徒
と
の
二
者

面
談
は
長
期
休
暇
明
け
の
４
、
９
月
、
保
護
者
を
交

え
た
三
者
面
談
は
長
期
休
暇
前
の
７
、
１２
月
と
、
年

間
４
回
の
機
会
を
確
保
し
て
い
る
。
更
に
、
４
月
は

家
庭
訪
問
を
行
い
、
３
年
生
に
は
進
路
相
談
が
加
わ

る
。
諏
訪
部
校
長
は
「
中
学
生
の
発
達
段
階
を
考
え

る
と
、
普
段
の
見
取
り
や
声
掛
け
と
は
別
に
、
時
間

と
場
所
を
確
保
し
て
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
話
し
合

う
機
会
が
必
要
」
と
面
談
活
動
の
意
義
を
説
明
す
る
。 

　
例
え
ば
４
月
の
場
合
、
入
学
式
・
始
業
式
の
翌
日

か
ら
生
徒
と
担
任
に
よ
る
「
教
育
相
談
」
の
枠
を
４

コ
マ
分
確
保
す
る
。
生
徒
と
教
師
の
初
顔
合
わ
せ
と

同
時
に
、
新
年
度
の
早
い
段
階
で
生
徒
が
抱
え
る
不

安
を
把
握
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。
教
育
相
談
の
翌

週
に
は
、
５
日
間
の
家
庭
訪
問
を
行
う
。
そ
の
う
ち

１
日
は
訪
問
が
難
し
い
保
護
者
に
学
校
に
来
て
も
ら

う
日
に
充
て
る
。
一
時
期
は
廃
止
を
検
討
し
た
が
、

保
護
者
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
、
同
時
に
地
域
を
知
る

た
め
の
貴
重
な
機
会
と
し
て
継
続
し
て
い
る
。 

　
４
月
は
他
に
、
年
度
初
め
に
欠
か
せ
な
い
８
種
類

９
回
の
会
議
、
離
退
任
式
や
歓
送
迎
会
な
ど
の
行
事

が
重
な
る
が
、
年
間
計
画
を
立
て
る
際
も
、
ま
ず
教

育
相
談
の
日
程
を
確
保
し
た
上
で
、
他
の
行
事
や
会

議
を
上
乗
せ
し
て
い
く
と
い
う
。 

■
部
活
動
指
導
の
た
め
５
つ
の
会
議
を
隔
月
に 

　
全
教
師
を
対
象
と
し
た
６
つ
の
会
議
（
職
員
会
議
、

学
年
会
、
総
務
部
会
な
ど
）
の
う
ち
、
学
年
会
以
外

は
隔
月
開
催
と
し
た
。
野
口
副
校
長
は
「
本
当
は
ど

の
会
議
も
毎
月
行
い
た
い
の
で
す
。
し
か
し
、
会
議

の
時
間
は
大
抵
部
活
動
の
時
間
と
重
な
る
た
め
、
そ

こ
で
生
徒
と
か
か
わ
る
機
会
を
失
う
の
が
惜
し
い
。

苦
肉
の
策
で
す
」
と
胸
の
内
を
明
か
す
。 

相
談
活
動
を
最
優
先
に
年
間
計
画
を
つ
く
る
 

総
合
学
習
を
中
心
に
、時
数
枠
を
多
め
に
確
保
 

2 1
教
育
課
程
編
成
・
運
用
、
時
数
確
保
の
工
夫
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■
生
徒
の
意
欲
に
つ
な
が
る
よ
う
少
人
数
制
を
実
施 

　
い
っ
た
ん
つ
ま
ず
く
と
取
り
返
し
に
く
く
、
差
が

つ
き
や
す
い
数
学
と
英
語
は
、
１
年
生
で
少
人
数
制

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
数
学
は
週
４
コ
マ
、
英
語
は

週
３
コ
マ
の
全
授
業
に
つ
い
て
、
１
ク
ラ
ス
を
単
純

に
２
分
割
し
て
実
施
す
る
。
１
年
生
は
７
学
級
あ
る

た
め
、
数
学
は
５６
コ
マ
分
（
４
コ
マ
×
７
ク
ラ
ス
×

２
）、
英
語
は
４２
コ
マ
分
（
３
コ
マ
×
７
ク
ラ
ス
×

２
）
と
な
る
。
こ
れ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
人
の
教
師
を

中
心
に
他
の
教
師
が
加
わ
っ
て
受
け
持
つ
。 

　
数
学
を
担
当
す
る
畔
上
兼
一
先
生
は
、「
生
徒
に

は
、
学
校
生
活
全
般
を
意
欲
的
に
過
ご
し
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
部
活
動
な
ど
は
有

効
で
す
が
、
部
活
動
の
た
め
だ
け
に
学
校
に
来
る
の

で
は
な
く
、
も
っ
と
大
切
な
教
科
学
習
に
対
す
る
意

欲
を
持
た
せ
た
い
。
よ
り
こ
ま
や
か
な
指
導
が
出
来
、

生
徒
に
『
分
か
っ
た
』『
も
っ
と
頑
張
り
た
い
』
と

思
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
少
人
数
制
は
、
と
て
も
有

効
で
す
。
そ
う
し
た
生
徒
の
反
応
を
見
て
、
私
自
身

が
教
え
る
楽
し
さ
を
実
感
し
、
意
欲
の
も
と
に
も
な

っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。 

■
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
少
人
数
制
は
継
続
予
定 

　
数
学
と
英
語
は
、
新
教
育
課
程
で
は
授
業
時
数
が

増
え
て
、
更
に
教
師
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。
し
か

も
、
校
区
内
に
大
規
模
住
宅
が
出
来
た
た
め
、
生
徒

数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
１０
年
度
は
、
全
校
で
更
に

２
学
級
増
え
る
可
能
性
が
高
い
が
、
教
師
の
数
が
ど

の
程
度
増
え
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
今
後
の
方
針
は
、

諏
訪
部
校
長
と
教
務
主
任
の
畑
先
生
と
で
検
討
中
だ
。 

　「
週
１
コ
マ
だ
け
を
少
人
数
制
授
業
と
し
て
、
残

り
は
通
常
の
ク
ラ
ス
で
行
う
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
で
は
生
徒
が
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
な
い

で
し
ょ
う
。
教
師
の
持
ち
時
間
が
あ
と
１
、
２
時
間

増
え
た
と
し
て
も
、
苦
労
を
上
回
る
効
果
が
見
え
る

少
人
数
制
を
続
け
た
い
と
、
多
く
の
先
生
が
考
え
て

い
ま
す
」（
畑
先
生
） 

■
全
教
職
員
が
協
力
し
て
良
い
環
境
を
つ
く
る 

　
同
校
の
時
数
増
へ
の
対
応
は
、
校
務
の
精
選
や
効

率
化
な
ど
に
加
え
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
熱
意
と
協

力
態
勢
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
同
校
は
非
常
勤

講
師
が
多
く
、
時
間
割
を
固
定
制
と
し
て
い
る
た
め
、

細
か
な
時
間
割
の
調
整
が
欠
か
せ
な
い
。 

　
畑
先
生
は
、「
教
務
部
で
作
成
し
た
時
間
割
に
不

都
合
が
生
じ
た
時
、
例
え
ば
急
な
出
張
等
が
入
っ
た

先
生
は
、
他
の
先
生
と
相
談
し
て
自
主
的
に
授
業
を

交
替
す
る
な
ど
調
整
を
し
て
く
れ
ま
す
。
教
務
担
当

者
は
そ
れ
以
外
の
業
務
に
専
念
で
き
、
助
か
っ
て
い

ま
す
。
教
師
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
密
だ

か
ら
こ
そ
出
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。 

　
こ
う
し
た
背
景
に
は
、「
管
理
職
が
率
先
し
て
行

動
で
示
す
こ
と
で
、
教
師
は
つ
い
て
く
る
。
そ
れ
が

良
い
方
向
で
あ
れ
ば
、
生
徒
も
望
ま
し
い
姿
に
な
る
」

と
い
う
校
長
の
考
え
が
あ
る
。
例
え
ば
、
毎
朝
、
教

師
が
校
門
で
生
徒
に
声
を
掛
け
る
あ
い
さ
つ
運
動
は
、

生
徒
指
導
部
会
の
呼
び
掛
け
に
校
長
が
率
先
し
て
応

え
る
形
で
校
門
に
立
ち
、
次
第
に
教
師
も
協
力
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
開
始
当
初
は
照
れ
て
い
た
生
徒
も
、

や
が
て
自
然
に
あ
い
さ
つ
を
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。

校
長
が
敷
地
内
の
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

ゴ
ミ
を
捨
て
る
生
徒
も
激
減
し
、
部
活
動
等
で
も
ゴ

ミ
拾
い
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

　
こ
う
い
っ
た
意
識
は
教
師
に
と
ど
ま
ら
ず
、
用
務

員
、
事
務
職
員
ら
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
全
教
職
員

が
学
校
教
育
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
生
徒
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
環

境
を
つ
く
り
、

維
持
し
よ
う
と

す
る
努
力
が
、

学
校
全
体
を
明

る
く
前
向
き
な

雰
囲
気
に
し
て

い
る
。 

特集 

１
年
生
の
数
学
・
英
語
で
全
授
業
を
少
人
数
制
に
 

管
理
職
の
率
先
垂
範
に
よ
り
、教
師
の
意
欲
も
向
上
 

4 3

事務職員が探した安価な花を使い、用務員が
行ったガーデニングが、コンクールに入賞。人
気キャラクターをデザインした花壇は、生徒にも
「何だか安らぐ」と好評だ 

新課程対応 

時数確保のひと工夫 

19 ［中学版］ 2009 Vol .3



B
e
n
e
s
s
e
 R
e
s
e
a
r
c
h

◎家庭の教育方針について、
保護者が「あてはまる」と回
答した割合が最も高い項目
は、「子どもがどういう友だ
ちと付き合っているかを知る
ようにしている」だった。
　１０年前の調査結果と比べ
ると、項目の順位は大きく変
わらない。ただし、全体的に
見て、子どもの教育に関する
保護者の不安が高まり、子ど
もへの関与も高まっている。

◎保護者が学校に対して最も
期待する教育や指導は、「教
科の基礎的な学力を伸ばす」
（９６．１％）ことだった。
　高校入試を意識してか、学
力向上に関する項目への期待
が比較的高い。ただ全体的に
見ると、「知」「徳」「体」すべ
ての領域で学校に高い期待を
寄せている様子がうかがえ
る。

＊８つの質問項目のうち７項目を
抜粋
＊数値は「とてもあてはまる」「まあ
あてはまる」の合計

出典／「第３回子育て生活基本調査」
Benesse教育研究開発センター

＊数値は「とても期待する」「まあ
期待する」の合計。無答・不明を
除いて算出

出典／「学校教育に対する保護者の意
識調査2008」東京大学社会科学研究所・
Benesse教育研究開発センター

家庭の教育方針（中学生の保護者）

（％）
1000 80604020

学校に対する中学生の保護者の期待
（21項目中、上位10項目）

（％）
1000 80604020

1998年
2007年

75.475.4

50.550.5

60.1

53.953.9

42.0

36.336.3

52.952.9

91.191.1

93.893.8

79.0

44.244.2

52.452.4

46.5

44.9

96.196.1

93.693.6

92.8   92.8   

91.2  91.2  

90.7 90.7 

88.8  88.8  

88.6  88.6  

87.9 87.9 

86.8 86.8 

85.9 85.9 

59.4  
58.7  

57.0  

49.0 

36.4  
37.6 

37.8 
37.9 

75.4

50.5

53.9

36.3

52.9

91.1

93.8

44.2

52.4

96.1

93.6

92.8   

91.2  

90.7 

88.8  

88.6  

87.9 

86.8 

85.9 

54.8

94.1

35.6

保
護
者
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
校
に
期
待
し
、
学
校
の
取
り
組
み
に
ど
の
程
度
満
足
し
て
い
る
の
か
。

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
教
育
や
し
つ
け
に
関
す
る
保
護
者
の
意
識
に
つ
い
て
、

特
に
学
校
の
指
導
に
関
係
す
る
項
目
を
中
心
に
見
て
み
よ
う
。

この１０年で高まる保護者の教育熱1

学校には「知」「徳」「体」すべてに高い期待2

子どもと
教育

第　3　回　

ベネッセ
の

データ
でみる

保
護
者
の
意
識

子どもがどういう友だちと
付き合っているかを
知るようにしている

教育に必要なお金は
かけるようにしている

子どもの教育・進学面では
世間一般の流れに

乗り遅れないようにしている

子どもの将来を考えると、
習い事や塾に通わせないと

不安である

親子で意見が違うとき、
親の意見を

優先させている

子どもがすることを
親が決めたり、手伝ったり

することがある

勉強のことは口出しせず、
子どもにまかせている

教科の基礎的な
学力を伸ばす

学ぶ意欲を高める

社会のマナーやルールを
教える

道徳や思いやりを
教える

表現力や
コミュニケーション力を

伸ばす

受験に役立つ学力を
伸ばす

将来の進路や
職業について考えさせる

安全や防犯について
教える

学力や能力を客観的に
評価する

スポーツの能力や体力を
向上させる

本コーナーで紹介している
調査結果の詳細は

ウェブサイトでご覧いただけます

第３回子育て生活基本調査
httphttp://view21.jpview21.jp/c9321c9321/

学校教育に対する
保護者の意識調査2008

httphttp://view21.jpview21.jp/c932c9322/

20［中学版］ 2009 Vol .3



◎保護者は、学校が積極的に
情報を公開することを強く望
んでいる。「子どもの学校で
の様子を保護者に伝える」「学
校の教育方針を保護者に伝え
る」ことを望む割合は、９割
前後に達する。
　一方、「学校の教育方針を
保護者の代表が参加する委員
会で決める」など、学校運営
に直接参加することを望む割
合は５割を下回っている。

◎子育ての悩みや気がかりな
ことについて、どの学年の保
護者も「犯罪や事故に巻き込
まれること」「整理整頓・片
付け」を挙げる割合が高い。
この２項目は、小学生の保護
者への調査結果でも１位、２
位であり、保護者にとって、
小中９年間通しての大きな関
心事といえる。
　「子どもの進路」や「受験
準備」といった進学や学習に
関する項目は、学年が上がる
ほど関心が高まっている。

出典／「学校教育に対する保護者の意識
調査2008」東京大学社会科学研究所・
Benesse教育研究開発センター

出典／「第３回子育て生活基本調査」
Benesse教育研究開発センター

（％）
605040302010

（％）
10080604020

学校公開や学校参加に対する希望（中学生の保護者）

0

現在の子育ての気がかり（中学生の保護者、３８項目中、上位７項目）

0

75.4

50.5

53.9

36.3

52.9

91.1

93.8

44.2

52.4

96.1

65.5

64.2

48.7

47.1

93.6

92.8   

91.2  

90.7 

88.8  

88.6  

87.9 

86.8 

85.9 

とても望む まあ望む 合計

52.5 41.6

35.5 54.4

34.3 52.8

14.7 50.8

10.1 54.1

11.6 43.2

9.5 39.2

6.0 41.1

31.14.5

89.9

87.1

2年生の保護者
1年生の保護者

3年生の保護者

59.4  59.4  
58.7  58.7  

57.0  57.0  

52.4 
55.2  

50.0  

29.6 
42.6 

49.0 49.0 

42.9 
41.7 

35.2 

33.7 
36.4  36.4  

37.6 37.6 

13.1 
28.0 

45.0 

34.2 
37.8 37.8 
37.9 37.9 

59.4  
58.7  

57.0  

49.0 

36.4  
37.6 

37.8 
37.9 

54.854.8

94.194.1

35.635.6

54.8

94.1

35.6

知りたい情報は「子どもの様子」「教育方針」3

保護者が気をもみ続ける「安全」「整理整頓」4

子どもの学校での様子を
保護者に伝える

学校の教育方針を
保護者に伝える

保護者が気軽に質問したり
相談したりできるようにする

いつでも自由に学校を
見学できるようにする

講演会などで子育てに
役立つ情報を提供する

学校で使っていない施設や
スペースを保護者や
地域住民に開放する
休日や放課後に

子ども向けの体験活動や
イベントを開催する

保護者がボランティアで
学校を支援する
しくみを作る

学校の教育方針を
保護者の代表が参加する

委員会で決める

犯罪や事故に
巻き込まれること

整理整頓・片付け

子どもの進路

友だちとのかかわり方

生活リズムと朝起きる
時間・夜寝る時間

受験準備

携帯電話やパソコンの
使い方

http: view21.jp c9321

http: view21.jp c9322
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◎保護者の満足度が最も高い
学校の教育活動は、「行事や
委員会活動、部活動などを十
分に行うこと」（８０．１％）、
次いで「生活面のしつけや指
導」（７９．２％）だった。
　「教科の基礎的な学力をつ
けること」や「宿題の内容や
量」という学習面に満足して
いる割合は６割前後と、他の
項目に比べてやや低い。

◎教育に関する情報源として
「学校の先生」を挙げた保護
者は、そうでない保護者より
も、学校の取り組みに満足し
ている割合が約１０ポイント
高い。教師が発信する情報が、
保護者の信頼感につながり、
満足度を高める理由の一つに
なっていると推察される。

＊数値は「かなり満足している」「ま
あ満足している」の合計。無答・不
明を除いて算出

出典／「第３回子育て生活基本調査」
Benesse教育研究開発センター

＊「お子さまの「しつけや教育」の情
報について、どこから（誰から）得て
いますか」という項目（複数回答）に
ついて、「学校の先生」に○をつけた
かどうかで再集計した

出典／「第３回子育て生活基本調査」
Benesse教育研究開発センター80604020

（％）
100

学校の取り組みや指導に対する満足度（中学生の保護者）

（％）
1000 80604020

学校の取り組み・指導への満足度
（中学生の保護者、「しつけや教育」の情報源別）

0

79.2

76.276.2

74.174.1

72.572.5

76.2

74.1

72.5

68.5

63.5

59.7

かなり満足している まあ満足している
あまり満足していない

全然満足していない
無回答・不明

9.9

0.8
3.6

3.2
5.2

2.3
4.6

5.6 61.461.4 24.524.5

7.2 63.763.7 22.222.2

80.1

67.667.6 18.118.1

61.4 24.5

63.7 22.2

67.6 18.1

計77.5

計 67.0

生活指導や特活の指導への満足度が特に高い5

「教師」が教育の情報源であると満足度も高い6

生活面のしつけや指導

学校の教育方針や
教育活動の様子を
保護者に伝えること

行事や委員会活動、
部活動などを
十分に行うこと

教科の基礎的な学力を
つけること

保護者が気軽に
質問したり相談したり

できること

いじめ問題や
友だち同士の

トラブルへの対応

スポーツ能力や
体力の向上

宿題の内容や量

「学校の先生」を教育の
情報源とする保護者

「学校の先生」を教育の
情報源としない保護者

中学校の保護者全体
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◎この１０年で子どもの教育に対する保護者の関心が

高まっている（Ｐ.２０　）。学校教育についても、保

護者は学力だけでなく、社会性の育成や生活習慣の

確立など、多くの面で高い期待を寄せる（Ｐ.２０　）。

背景には、いわゆる「ゆとり教育」による学力低下

への不安や、保護者自身も「家庭でのしつけや教育

が不十分」と感じていること（＊）などが考えられる。

◎そうした中、大半の保護者は、学校での子どもの

様子や、学校の教育方針を知りたいと願っている（Ｐ.

２１　）。そこでまずは、「子どもの様子を伝えたい

と思っています」という学校の姿勢を示すことから

始めてはどうだろう。学校だよりや学級通信などを

通して、学校が学級の状況や指導の様子を日頃から

こまめに伝える。例えば、登下校時の安全指導や学

級の友人関係など、保護者が気にかけていること（Ｐ.

２１　）を踏まえた情報を発信するのも一案だろう。

◎学力の向上や社会性の育成について、自校の取り

組みの相対的な比較や、子どもの力が具体的にどの

くらい伸びたのかなどを客観的に表せる指標は少な

い。このため、指導の成果を保護者に分かりやすく

提示するのは難しいからだ。

◎学校の取り組みや指導には、７割前後の保護者が

満足している（Ｐ.２２　　）。これは、学校のたゆま

ぬ努力の表れだろう。一方、満足していない保護者

や批判的な保護者、無関心な保護者も、少数派とは

いえ一定数いる。

◎こまめに情報を伝えたり、保護者の話をよく聞い

たりすることによる教師の負担は大きい。しかし、

こうした取り組みは、保護者と学校との信頼関係を

築く基礎となる。保護者の支援によって問題の拡大

を防げる場合もあるし、学校への理解が深まるほど

満足度は向上する。学校の教育活動を円滑に進めて

いく上で、かかった負担の大きさと同等以上の効果

を得られるのではないだろうか。

76.2

74.1

72.5

61.4 24.5

63.7 22.2

67.6 18.1

保護者からの信頼を高める鍵は
学校の情報開示

ま と め

Benesse Research

学習習慣・学習意欲
について取り上げます

次号
予告

＊内閣府「低年齢少年の生活と意識に関する調査」（２００７年２月）

研修会や保護者会に役立つ！
保護者の教育や子育て意識が分かる

お薦めウェブサイト

※上記は2009年10月時点での情報です

　　出典32

「学校教育に対する保護者の意識調査２００８」東京大学社会科学研究
所・Benesse教育研究開発センター
調査時期は２００８年３月、調査対象は全国の小学２年生、５年生、
中学２年生の子どもを持つ保護者５,３９９人（小学生保護者３,３４８人、
中学生保護者１,９７２人、学年不明７９人）。調査方法は学校通しによ
る家庭での自記式質問紙調査

　　　　　出典5 64

「第３回子育て生活基本調査」Benesse 教育研究開発センター
調査時期は２００７年９月、調査対象は首都圏（東京都、埼玉県、千
葉県、神奈川県）の小学１年生～中学３年生の子どもを持つ保護者
７,２８２人。ただし、分析は母親のみ（６,７７０人）とし、１９９８年調査と
の比較は小学３年生～中学３年生の母親（５,３１５人）のデータを用
いた。調査方法は学校通しによる家庭での自記式質問紙調査

◎全国の小・中学生、保護者、小・中学校の教師と学校評議員
などを対象に、義務教育に関する評価や期待、子どもの家庭で
の生活状況等を幅広く調査。学校教育で身に付けるべき能力や
態度について、教師と保護者の意識の違いが分かる

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/
17/06/05061901/gimukyouiku.htm

◎保護者と子どもを対象とした全国調査。５年ごとに実施。保
護者が子どもとよくすることや会話時間などが分かる

http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/06/
h0630-6.html

◎子育てに関する、日本、韓国、タイ、アメリカ、フランス、ス
ウェーデンの６か国調査。調査対象は０～１２歳児の保護者。
親子のコミュニケーションの様子、子どもの生活習慣や最終学
歴に関する期待など、国別の違いが興味深い

http://www.nwec.jp/jp/publish/report/page16.html

文部科学省

義務教育に関する意識調査

厚生労働省

平成１６年度全国家庭児童調査

独立行政法人国立女性教育会館

家庭教育に関する国際比較調査

◎文部科学省や各教育機関が進める新しい学校教育、学力格
差の拡大、親子のコミュニケーションなどに関する保護者の考
えが分かる

http://www.nippon-pta.or.jp/

社団法人日本ＰＴＡ全国協議会

平成２０年度　教育に関する保護者の意識調査

1

1

2

3

4

5 6
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ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の

『
第
４
回
学
習
指
導
基
本
調
査
報
告
書
』
に

よ
る
と
、
こ
こ
数
年
で
保
護
者
の
様
子
に

変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
約

８
割
の
教
師
が
「
学
校
に
ク
レ
ー
ム
を
言

う
保
護
者
が
増
え
た
」
と
回
答
（
図
１
）、

「
教
師
の
指
導
を
信
頼
し
て
い
る
保
護
者
」

が
「
減
っ
た
」
と
回
答
し
た
教
師
も
５
割

弱
い
る
。

　

で
は
、
保
護
者
は
学
校
と
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

『
学
校
教
育
に
対
す
る
保
護
者
の
意
識
調
査

２
０
０
８
』
に
よ
る
と
、
学
校
の
積
極
的
な

情
報
公
開
へ
の
要
望
が
強
い
よ
う
だ
（
＊
）。

「
子
ど
も
の
学
校
で
の
様
子
を
保
護
者
に
伝

え
る
」「
学
校
の
教
育
方
針
を
保
護
者
に
伝

え
る
」
こ
と
を
「
望
む
（
と
て
も
＋
ま
あ
）」

割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
９
割
前
後
で
、
こ
の
傾

向
は
04
年
か
ら
変
わ
ら
な
い
（
図
２
）。

　

だ
が
、
同
調
査
に
よ
る
と
「
学
校
の
教

育
方
針
や
指
導
状
況
を
保
護
者
に
伝
え
る

こ
と
」
に
対
す
る
保
護
者
の
満
足
度
は
、

他
の
項
目
よ
り
も
や
や
低
く
６
割
を
下

回
っ
た
（
図
３
）。「
運
動
会
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
」
な
ど
目
に
見
え
る
活
動
に
比
べ
、

保
護
者
か
ら
見
え
に
く
い
こ
と
が
理
由
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
保
護
者
と
の
信
頼
関

係
を
築
き
上
げ
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

に
取
り
組
む
愛
知
県
高
浜
市
立
高
浜
中
学

校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

課
題

フ
ォ
ー
カ
ス

現状

保
護
者
の
ク
レ
ー
ム
は
増
加

情
報
公
開
を
強
く
望
む
傾
向
に

今
回
は
、保
護
者
が
学
校
に
望
む
こ
と
な
ど
に
関
す
る
調
査
結
果
と
、

保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
学
校
の
事
例
か
ら
、学
校
に
求
め
ら
れ
る
情
報
公
開
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

保
護
者
の

信
頼
を
得
る
た
め
の

情
報
公
開
と
は

に
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＊　上記調査結果は調査時期の07年度と数年前との比較。

図１：『第４回学習指導基本調査報告書』
Benesse 教育研究開発センター
http://benesse.jp/berd/center/open/
report/shidou_kihon/hon/index.html

図 2・3：『学校教育に対する保護者の意識調
査 2008』Benesse 教育研究開発センター
http://benesse.jp/berd/center/open/
report/hogosya_ishiki/2008/hon/
index.html

＊　「クラスの子どもたちをまとめること」は2004年調査ではたずねていない

出典

中学校教師が感じる保護者の様子の変化（数年前との比較）図１

運動会などの
スポーツ活動

学芸会や音楽会
などの文化活動

放課後のクラブ
活動や部活動

道徳や思いやりの心を
教えること

社会のマナーやルール
を教えること

学習の評価
（成績のつけ方）

教科の学習指導

学校の施設や設備

クラスの子どもたちを
まとめること

学校の教育方針や指導
状況を保護者に伝えること

将来の進路や職業につ
いて考えさせること

先生たちの
教育熱心さ

「総合的な学習の
時間」の指導

宿題の内容や量

学ぶ意欲を
高めること

一人ひとりの学力や
興味に応じた指導

74.5
78.9

71.9
77.9

63.1
67.0

54.6
64.6

54.5
64.3

54.7
63.6

54.5
61.7

52.9
60.9

59.7

48.9
59.3

49.5
58.7

50.2
58.4

50.1
55.0

46.5
52.6

37.5
45.5

30.6
37.5

2004年

増えた 減った変わらない 無答不明

2008年

0 020 2040 4060 6080 80100 100
（％） （％）

「とても満足している」と「まあ満足している」の合計（％）

94.4

93.9

52.3

78.0 19.4 1.5

71.5 26.3 1.4

56.9 38.8 1.6

61.0 30.8 1.4

49.0 1.547.1

42.12004年

学校にクレームを言う保護者

自分の子どものことしか考えない保護者

子どもに無関心な保護者

学校に協力的な保護者

教師の指導を信頼している保護者

51 42.92008年

87.8

89.2

33.7 54.12004年学校の
教育方針を

保護者に伝える 33.3 55.92008年

86.6

86.4

33.4 53.22004年保護者が気軽に
質問したり相談した
りできるようにする

子どもの
学校での様子を
保護者に伝える

33.4 53.02008年

65.510.1 55.42004年講演会などで
子育てに役立つ
情報を提供する 9.5 54.92008年

62.9

64.4

64.4

15.4 47.52004年いつでも自由に
学校を見学できる

ようにする 13.8 50.62008年

56.2

53.6

13.6 42.62004年
学校で使っていない
施設やスペースを
保護者や地域住民

に開放する
10.6 43.02008年

52.8

47.4

13.1 39.72004年
休日や放課後に
子ども向けの体験
活動やイベント
を開催する

8.7 38.72008年

46.2

47.3

7.2 39.02004年
保護者が

ボランティアで
学校を支援する
しくみを作る

41.32008年

41.5

36.2

35.02004年
学校の教育方針
を保護者の

代表が参加する
委員会で決める

とても望む まあ望む 合計

32.12008年
4.1

6.5
6.0

0 20 40 60 80 100
（％）

2.8

0.8

6.8

2.4

1.1

中学生の保護者が感じる
学校公開・学校参加の希望（経年変化）

中学生の保護者が感じる学校の指導や
 取り組みに対する満足度（経年変化） 図 2図 3

＊　質問項目はP213と同一だが、値が若干異なっている。これは、経年比較用   
         に異なる集計方法を用いているためである。
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な
学
校
な
の
か
。
校
長
の
星
野
芳
徳
先
生

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
私
た
ち
が
考
え
る
開
か
れ
た
学
校
と

は
、
地
域
の
人
々
や
保
護
者
の
方
々
が
『
ま

た
来
よ
う
』と
思
え
る
学
校
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
学
校
に
必
要
な
の
は
、『
来
校

し
や
す
い
仕
組
み
』
と
『
情
報
発
信
』
の

二
つ
の
機
能
で
す
」

　

学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
の
か
、
教
師
全
体
で
の
共
通

理
解
を
図
る
た
め
に
、「
開
か
れ
た
学
校
」

を
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
実
現
の
た
め
に
必
要
な
機
能

を
具
体
的
な
言
葉
で
明
示
す
る
こ
と
か
ら

始
め
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
機
能
を

高
め
る
た
め
に
、
高
浜
中
学
校
で
は
保
護

者
、
地
域
と
協
働
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
、
年
間
を
通
し
て
日
常
的
に
実
施

し
て
い
る
。

全
ク
ラ
ス
を
巡
回
す
る

年
７
回
の
「
校
内
見
守
り
た
い
」

　

気
軽
に
来
校
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
ま

ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
校
内
見
守
り
た
い
」

だ
。
こ
れ
は
、
保
護
者
が
２
時
間
目
と
３

時
間
目
の
授
業
時
間
中
に
校
内
を
巡
回
し

つ
つ
、
１
〜
３
年
生
の
す
べ
て
の
授
業
を

見
学
で
き
る
と
い
う
も
の
。
年
に
３
回
実

施
さ
れ
る
授
業
参
観
と
は
別
に
、
例
年
７

回
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
る
。
授
業
や
校
内
の

様
子
を
見
て
回
っ
た
後
、
教
師
と
の
懇
談

会
が
開
か
れ
、
保
護
者
か
ら
感
想
や
気
付

い
た
こ
と
な
ど
が
出
さ
れ
る
。

　
「
学
校
と
し
て
は
、
い
つ
で
も
学
校
に
来

て
い
た
だ
い
て
構
わ
な
い
の
で
す
が
、
い

つ
で
も
自
由
に
と
な
る
と
か
え
っ
て
足
を

運
び
に
く
い
も
の
で
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
、

来
校
し
や
す
い
仕
組
み
と

情
報
発
信
を
重
視

　

24
、25
で
見
た
通
り
、
近
年
の
保
護

者
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
学
校
と
保
護
者

の
信
頼
関
係
の
構
築
が
困
難
化
し
て
い
る

学
校
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。
そ
ん
な
中

で
、愛
知
県
高
浜
市
立
高
浜
中
学
校
は
、「
教

育
活
動
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
貴
重

な
外
部
資
源
」
と
し
て
、
保
護
者
や
地
域

と
積
極
的
に
連
携
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
09
年
度
の
重
点
努
力
目
標
と

し
て
、
同
校
で
は
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

学
力
の
定
着
を
図
る
」「『
恥
ず
か
し
い
』

を
実
感
し
、
自
制
す
る
生
徒
を
育
て
る
」

と
並
び
、「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目
指

す
」
を
掲
げ
て
い
る
。
で
は
、「
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

P.

校
内
巡
回
や
ブ
ロ
グ
で
の
情
報
発
信
で

生
徒
の
リ
ア
ル
な
日
常
を
保
護
者
に
伝
え
る

愛
知
県
高
浜
市
立
高
浜
中
学
校

学校事例

校長 星野芳徳先生　

所在地 〒444 -1332
 愛知県高浜市湯山町７-1-１

生徒数　883人

学級数　26学級（うち特別支援学級２）

TEL 0566-53-0279

URL http://www.city.takahama.aichi.jp/
 takachuweb/

高浜市立高浜中学校
1947年（昭和22年）開校。「心ゆたかな、主
体性のある人間を育てる」を教育目標とし、09
年度の重点努力目標の一つに「地域に開かれた
学校を目指す」を掲げている。

高
浜
市
立
高
浜
中
学
校
校
長

星
野
芳
徳

H
oshino Yoshinori

高
浜
市
立
高
浜
中
学
校
教
頭

梅
田 

稔

U
m

eda M
inoru
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あ
え
て
日
に
ち
を
決
め
て
い
ま
す
」
と
星

野
校
長
。
導
入
し
て
既
に
３
年
以
上
が
経

過
す
る
が
、
今
で
も
多
い
時
に
は
40
人
の

来
校
者
を
迎
え
る
ほ
ど
、
同
校
の
保
護
者

に
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
取
り
組

み
だ
。

　

保
護
者
の
最
大
の
関
心
は
、
我
が
子
を

始
め
と
す
る
生
徒
た
ち
の
様
子
に
あ
る
。

懇
談
会
で
は
、
授
業
中
の
生
徒
の
表
情
や

態
度
、
１
日
を
過
ご
す
教
室
の
雰
囲
気
な

ど
に
つ
い
て
自
由
に
感
想
が
述
べ
ら
れ
る
。

一
方
、
こ
の
取
り
組
み
で
は
「
教
師
が
日
々

ど
れ
ほ
ど
頑
張
っ
て
授
業
を
し
て
い
る
か

を
見
て
も
ら
う
こ
と
も
意
義
の
一
つ
」
と

教
頭
の
梅
田
稔
先
生
は
語
る
。

　
「
保
護
者
は
面
談
や
保
護
者
会
な
ど
を
通

し
て
、
我
が
子
の
担
任
教
師
の
こ
と
は
よ

く
知
っ
て
い
ま
す
が
、
担
任
以
外
の
教
師

の
こ
と
は
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
も
の
で

す
。
子
ど
も
に
か
か
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
教

師
の
『
頑
張
っ
て
い
る
様
子
』
を
見
る
こ

と
で
、
保
護
者
は
学
校
に
信
頼
を
寄
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
３
学
年
を
自

由
に
見
て
回
れ
る『
校
内
見
守
り
た
い
』は
、

本
校
の
す
べ
て
の
教
師
の
様
子
を
伝
え
ら

れ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
」

　
「
教
室
の
掲
示
物
は
も
っ
と
生
徒
に
見
や

す
く
張
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
」
な
ど
、

毎
日
教
室
に
通
っ
て
い
る
者
だ
と
つ
い
見

逃
し
て
し
ま
い
そ
う
な
指
摘
を
「
校
内
見

守
り
た
い
」
か
ら
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。

一
方
、「
生
徒
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
一
生

懸
命
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

分
か
っ
て
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
評
価
の

声
も
毎
回
数
多
く
寄
せ
ら
れ
る
。
そ
の
こ

と
が
特
に
若
手
の
教
師
に
と
っ
て
励
み
や

自
信
と
な
っ
て
い
る
と
梅
田
教
頭
は
言
う
。

　
「
と
は
い
え
、
今
日
は
校
内
見
守
り
た
い

が
来
る
か
ら
…
…
な
ど
と
構
え
て
し
ま
う

教
師
は
い
ま
せ
ん
。
授
業
参
観
と
合
わ
せ

る
と
、
毎
月
の
よ
う
に
保
護
者
を
校
内
に

迎
え
る
の
で
す
か
ら
、
先
生
方
も
慣
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
特
に
意
識
も
せ
ず
に
、

普
段
通
り
に
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

校
の
教
師
は
全
員
、
い
つ
、
誰
に
授
業
を

見
ら
れ
て
も
よ
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
だ
と

思
い
ま
す
」（
梅
田
教
頭
）

月
１
回
、
保
護
者
と
校
長
が

自
由
に
語
り
合
う

　

毎
月
第
２
木
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
１

時
間
30
分
、
井
戸
端
会
議
的
な
自
由
な
集

い
と
し
て
星
野
校
長
が
主
催
す
る
の
が
「
共

育
を
語
ろ
う
会
」
だ
。
星
野
校
長
が
同
校

に
赴
任
し
た
06
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
取

り
組
み
で
、
教
育
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
星

野
校
長
が
毎
回
設
定
し
、
資
料

28
図

１
）
を
選
定
し
た
上
で
、
保
護
者
と
自
由

に
語
り
合
う
。「
学
力
問
題
」、「
部
活
動
」、

「
ケ
ー
タ
イ
」、「
環
境
教
育
」
な
ど
、
中
学

生
の
保
護
者
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
話
題
、

そ
の
時
々
で
社
会
で
広
く
議
論
さ
れ
て
い

る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
「
参
加
人
数
は
各
回
10
〜
30
人
ほ
ど
で

す
。
ケ
ー
タ
イ
な
ど
保
護
者
の
関
心
が
高

い
テ
ー
マ
で
は
、
全
国
規
模
の
調
査
資
料

だ
け
で
な
く
、
高
浜
中
学
校
の
実
態
が
分

か
る
デ
ー
タ
も
出
来
る
だ
け
盛
り
込
み
な

が
ら
資
料
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
全
国
的

な
傾
向
な
ど
も
大
切
で
す
が
、
保
護
者
は

『
自
分
の
子
ど
も
の
学
校
の
実
態
』
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
保
護
者
が
理

解
し
や
す
い
よ
う
、
ま
た
議
論
が
活
性
化

す
る
よ
う
に
、
資
料
作
り
に
は
配
慮
し
ま

す
。
学
校
と
し
て
は
気
軽
に
語
り
合
え
る

（
P.

年に７回程度実施される「校内見守りたい」の校内巡回。保護者は我
が子の教室はもちろん、３学年すべての授業を見学できる

毎月１回、校長が主催する「共育を語ろう会」。テーマによっては、教
師も任意で参加している
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雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ

え
て
議
事
録
な
ど
は
作
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
の
で
す
」（
星
野
校
長
）

　
「
共
育
を
語
ろ
う
会
」
は
、テ
ー
マ
に
よ
っ

て
は
教
師
も
任
意
で
参
加
す
る
。
校
長
が

ど
の
よ
う
な
発
信
を
し
、
そ
れ
に
対
し
て

保
護
者
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
す
る
の
か

を
自
分
自
身
で
確
か
め
る
た
め
だ
。
そ
れ

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
の
考
え
を
校

長
や
保
護
者
に
直
接
ぶ
つ
け
る
た
め
に
出

席
す
る
教
師
も
い
る
。

　
「
例
え
ば
、
本
校
で
は
今
年
度
よ
り
、
掃

除
を
通
し
て
心
を
磨
く
た
め
、
1
分
間
の

黙
想
の
後
、
無
言
で
清
掃
に
取
り
組
む
『
自

問
清
掃
』
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
清
掃
の

時
間
を
、
生
徒
に
と
っ
て
『
掃
除
を
さ
せ

ら
れ
る
時
間
』
か
ら
『
自
分
を
成
長
さ
せ

る
時
間
』
へ
と

転
換
し
て
い
こ

う
と
い
う
清
掃

主
任
の
教
師
の

発
案
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
の

取
り
組
み
に
つ

い
て
も
私
は
『
共

育
を
語
ろ
う
会
』

で
取
り
上
げ
ま

し
た
が
、
こ
の

時
の
会
に
は
清

掃
主
任
も
自
主
的
に
参
加
し
て
、
取
り
組

み
の
意
図
な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
熱
く

語
っ
て
い
ま
し
た
」（
星
野
校
長
）

生
徒
の
日
常
を
ブ
ロ
グ
や

印
刷
物
で
発
信

　

保
護
者
が
気
軽
に
学
校
に
足
を
運
ぶ
機

会
を
頻
繁
に
設
け
る
と
同
時
に
、
高
浜
中

学
校
は
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
駆
使
し
た
情

報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

日
常
的
な
情
報
発
信
と
し
て
最
大
限
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
学
校
が
運
営
す

る
「
高
中
ブ
ロ
グ
」（
図
２
）
だ
。
１
〜

３
年
、
部
活
動
、
生
徒
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
カ

テ
ゴ
リ
ー
別
に
日
々
の
出
来
事
を
ブ
ロ
グ

形
式
で
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
「
私
が
赴
任
し
た
当
初
は
、
本
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
更
新
さ
れ

て
い
な
い
状
態
で
し
た
。
今
で
は
担
当
教

師
が
中
心
と
な
っ
て
、
毎
日
の
よ
う
に
更

新
し
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
グ
に
し
た
こ
と
で

更
新
作
業
も
簡
単
に
な
り
、
校
内
の
写
真

な
ど
も
多
く
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」（
星
野
校
長
）

　

ブ
ロ
グ
は
ア
ク
セ
ス
数
な
ど
の
解
析
が

容
易
な
の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の

解
析
か
ら
改
め
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
保

護
者
の
関
心
が
最
も
高
い
の
は
、「
生
徒
が

学
校
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
か
」

だ
と
星
野
校
長
は
説
明
す
る
。

　
「
調
査
デ
ー
タ
の
結
果
発
表
や
学
校
か
ら

の
お
知
ら
せ
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

今
日
学
校
で
生
徒
た
ち
は
ど
ん
な
表
情
で

１
日
を
過
ご
し
た
の
か
、
高
中
ブ
ロ
グ
を

訪
れ
る
人
た
ち
は
そ
こ
に
一
番
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
個

人
情
報
に
十
分
考
慮
し
た
上
で
出
来
る
だ

け
写
真
を
た
く
さ
ん
掲
載
し
て
、
学
校
の

日
々
の
様
子
が
伝
わ
る
よ
う
な
情
報
発
信

を
心
掛
け
て
い
ま
す
」（
星
野
校
長
）

　

一
方
で
、
印
刷
物
を
使
っ
た
従
来
型
の

情
報
発
信
も
重
視
し
て
い
る
。
学
年
便
り

や
学
級
便
り
、
進
路
便
り
な
ど
は
、
各
担

当
者
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
が
、「
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
す
」
が
学
校
と

し
て
の
重
点
目
標
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
頻
繁
に
配
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
学
級
便
り
を
毎
日
発
行
し
て
い
る
ク
ラ

ス
も
あ
り
ま
す
。
忙
し
い
中
で
の
先
生
方

の
熱
意
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
が
、

生
徒
の
様
子
や
自
分
の
考
え
を
保
護
者
に

発
信
で
き
る
と
い
う
学
級
便
り
の
メ
リ
ッ

ト
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
か
ら
出
来
る
こ

と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
師
と
し
て
自

分
が
何
を
考
え
、
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
は
、
具
体
的
に
発
信
し
な
い

と
伝
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
」（
梅
田
教
頭
）

　

ま
た
、
年
度
当
初
に
全
生
徒
に
配
布
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
高
浜
中
の
教
育
」
は
、

家
庭
で
１
年
間
掲
示
し
て
も
破
れ
に
く
い

よ
う
に
厚
手
の
用
紙
を
採
用
し
、
更
に
見

や
す
さ
を
重
視
し
て
カ
ラ
ー
印
刷
に
し
た

（
図
３
）。

　
「
学
校
の
目
標
、
保
護
者
に
参
加
を
お
願

い
す
る
年
間
の
行
事
日
程
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
と
し
て
は
ぜ
ひ

冷
蔵
庫
な
ど
家
族
全
員
の
目
に
付
き
や
す

い
と
こ
ろ
に
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

こ
で
紙
質
と
印
刷
を
見
直
し
ま
し
た
。
実

際
、
家
庭
訪
問
に
行
く
と
か
な
り
の
家
庭

で
壁
な
ど
に
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

（
梅
田
教
頭
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
紙
媒
体
を
駆
使
し

「共育を語ろう会」で使用される資料は、毎
回校長が中心となってまとめる。校内データ
が盛り込まれ、高浜中学校の様子が分かる資
料となっている

共育を語ろう会資料図１
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て
い
る
高
浜
中
学
校
の
情
報
発
信
は
、
い

ず
れ
も
保
護
者
が
学
校
に
足
を
運
ん
で
目

に
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
生
の
情
報
の
提

供
、
そ
し
て
実
際
に
学
校
に
出
掛
け
て
み

た
く
な
る
よ
う
な
誘
導
を
重
視
し
て
い
る
。

　
「
す
べ
て
の
情
報
は
、
子
ど
も
た
ち
が
毎

日
学
校
で
ど
う
過
ご
し
て
い
る
か
分
か
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
あ
っ

て
初
め
て
保
護
者
の
安

心
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
情

報
発
信
の
工
夫
を
と
こ

と
ん
考
え
て
い
く
こ
と

で
、
教
師
の
意
識
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。『
自

問
清
掃
』
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
自
分
で
考
え
、

提
案
す
る
教
師
が
増
え

て
き
た
の
で
す
。
情
報

公
開
を
通
し
て
保
護
者

や
地
域
の
支
え
に
気
付

き
、
一
人
ひ
と
り
の
教

師
が
生
徒
の
た
め
に
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と

強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
」（
星
野
校
長
）

情
報
公
開
と
連
動
し
た

学
校
評
価
を
実
施

　

こ
の
よ
う
に
、
保
護
者
へ
の
情
報
公
開

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
高
浜
中
学
校
で

は
、
学
校
経
営
の
指
針
の
一
つ
と
す
る
た

め
に
、
保
護
者
か
ら
の
情
報
収
集
も
重
視

し
て
い
る
。

　
「
学
校
評
価
の
一
環
と
し
て
、
保
護
者

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
学
校
が
掲
げ
た
重
点
項
目
が
き

ち
ん
と
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
、
保
護
者

の
目
で
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
す
」（
星

野
校
長
）

　

09
年
度
の
場
合
、
質
問
は
12
項
目
。「
開

か
れ
た
学
校
を
目
指
す
」に
関
し
て
は「
授

業
参
観
や
学
校
行
事
に
は
で
き
る
だ
け
参

加
し
て
い
る
」「
職
員
は
、
電
話
で
問
い

合
わ
せ
を
し
た
際
や
来
校
し
た
時
、
誠
実

に
対
応
し
て
い
る
」
な
ど
を
保
護
者
に
尋

ね
て
い
る
。

　
「
学
校
を
評
価
し
て
も
ら
う
に
は
、
学
校

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。『
お
子
さ
ん
は
授
業
に
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
か
』
と
聞
く
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
実
際
に
知
る
こ
と
が

で
き
る
機
会
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
情
報

公
開
な
の
で
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
学

校
は
具
体
的
に
こ
う
い

う
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
ん
だ
と
保
護
者
に
伝

え
る
こ
と
が
出
来
ま
す

し
、
教
師
も
自
分
た
ち

は
何
を
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
が
再

認
識
で
き
ま
す
。
評
価
の
た
め
の
評
価
で

終
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」（
星

野
校
長
）

　

事
実
、
星
野
校
長
は
「
校
門
が
閉
ま
っ

て
い
る
場
合
は
、
来
校
者
を
校
門
の
外
ま

で
お
送
り
す
る
」「
外
部
か
ら
の
電
話
に
は
、

学
校
名
、
職
員
名
を
名
乗
っ
て
、
丁
寧
に

対
応
す
る
」
な
ど
、
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
の
向
上
も
「
開
か
れ
た
学
校
」
の
実

現
に
は
不
可
欠
と
考
え
、
教
師
た
ち
に
配

慮
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
「
保
護
者
は
学
校
の
様
子
が
知
り
た
い
と

考
え
、
私
た
ち
は
保
護
者
の
考
え
が
知
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
ち
ら
も

『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
』
で
す
。
思
い
は

同
じ
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
が
情
報
公
開
す

る
こ
と
で
関
係
が
更
に
よ
り
良
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
の
で
す
」（
星
野
校
長
）

ほぼ毎日更新される高浜中学校のブログ。同校には、ＰＴＡが運営するブ
ログもあり、学校と保護者双方が活発に情報発信を行う

リーフレットは年間を通して家庭で掲
示されることを意識して作成された

高浜中の教育図 3

高浜中学校ブログ図 2
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意
欲
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
学
力
に
結
び

付
か
な
い
生
徒
が
い
る
。
秋
田
県
独
自
の

学
力
調
査
の
結
果
か
ら
、
そ
う
し
た
課
題

が
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
２
０
０
６
年
度

の
こ
と
だ
っ
た
。
教
務
主
任
の
草
彅
祥
子

先
生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　

「
『
勉
強
が
好
き
だ
』
と
回
答
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
得
点
が
低
い
生
徒

が
い
ま
し
た
。
意
欲
は
あ
っ
て
も
、
具
体

的
な
学
習
行
動
が
伴
わ
な
か
っ
た
り
、
学

習
方
法
・
学
習
習
慣
そ
の
も
の
に
課
題
を

抱
え
た
り
し
て
い
る
生
徒
も
見
ら
れ
ま
し

た
」

　

学
習
行
動
の
基
礎
と
な
る
「
学
ぶ
た
め

の
力
」
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
た
同
校
は

07
年
度
か
ら
家
庭
学
習
に
力
を
入
れ
る
。

　

「
単
に
家
庭
学
習
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え

る
の
で
は
な
く
、
生
活
習
慣
や
家
庭
環
境

を
含
め
て
、
学
習
環
境
を
総
合
的
に
と
ら

え
て
改
善
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
考
え

ま
し
た
。
家
庭
学
習
は
個
人
の
も
の
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
『
団
体
戦
』
で
取
り

組
む
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
周
り
が

勉
強
す
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
自

分
も
や
る
気
に
な
る
。
教
育
活
動
全
体
を

通
し
て
働
き
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

徒
や
保
護
者
が
共
に
家
庭
学
習
へ
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
」
（
草
彅
先
生
）

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
「
家
庭
学
習
の

手
引
き
」
の
作
成
だ
。
保
護
者
向
け
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
充
実
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
、
勉
強
机
の
確
保
や
食
事
の
バ
ラ
ン

ス
、
決
ま
っ
た
時
間
に
机
に
向
か
う
こ
と

な
ど
、
生
活
習
慣
に
踏
み
込
ん
だ
ア
ド
バ

イ
ス
や
、
そ
れ
ら
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い

る
か
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
も

掲
載
し
て
い
る
（
図
１
）
。
同
校
の
保
護

者
は
学
校
へ
の
信
頼
が
高
い
も
の
の
、
そ

れ
が
か
え
っ
て
「
勉
強
は
学
校
で
す
る
も

の
」
と
い
う
意
識
に
な
っ
て
い
る
面
も
あ

る
と
い
う
。
そ
う
し
た
保
護
者
に
も
家
庭

学
習
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
の
が

ね
ら
い
だ
。
年
数
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
、
必

ず
家
庭
学
習
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
庭
学
習
の
定
着
に
は
、
小
学

校
と
の
連
携
も
不
可
欠
と
考
え
、
07
年
度

か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
校
区
の

三
つ
の
小
学
校
と
「
家
庭
学
習
の
手
引

き
」
の
デ
ー
タ
を
共
有
。
各
小
学
校
ご
と

に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
版
を
作
成
し
て
も
ら

い
、
校
区
全
体
で
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
生
徒
の
意
識
を
高
め
る
取
り

組
み
に
も
力
を
入
れ
る
。
「
家
庭
学
習
ノ

ー
ト
」
（
図
２
右
）
は
、
そ
の
核
と
な
る

全く
していない

時々
考えている

努力
している

保
護
者
や
小
学
校
を
巻
き
込
み
、

「
家
で
勉
強
」の
習
慣
づ
く
り

学
習
は「
団
体
戦
」

校
区
全
体
で
学
習
習
慣
を
確
立

秋
田
県 

秋
田
市
立
城
南
中
学
校

生
活
習
慣
や
家
庭
環
境
、
心
の
安
定
ま
で
も
含
め
て
学
習
環
境
を
と
ら
え
、

保
護
者
と
連
携
し
て
家
庭
学
習
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
秋
田
市
立
城
南
中
学
校
。

意
欲
が
結
果
に
結
び
付
く
よ
う
な
効
果
的
な
家
庭
学
習
の
あ
り
方
を
追
求
し
て
い
る
。

「家庭学習の手引き」には、保護者に対してメッセージ性
の強い内容が盛り込まれている

「家庭学習の手引き」保護者用チェックリスト図１

指
導
の
ひ
と
さ
じ

家
庭
学
習

①子どもの良いところを見つけようとしていますか。

②指示をする際、子どもが理解できるように
　説明をしていますか。

③子どもに一度に多くのことを要求していませんか。

④子どもへの指示・説明は、簡潔に
　ポイントを押さえるようにしていますか。

⑤子どもが勉強でつまずいた時、それを
　一緒に見つけてやろうとしていますか。

⑥子どもの考えていることをわかろうとしていますか。

⑦日頃から、子どもに明るく接しようとしていますか。

な
ぎ
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取
り
組
み
だ
。
始
業
式
当
日
に
１
冊
の
大

学
ノ
ー
ト
を
全
生
徒
に
配
布
し
、
宿
題
と

は
別
に
自
分
で
見
付
け
た
課
題
を
学
習
さ

せ
る
。
学
級
担
任
が
毎
朝
点
検
し
、
コ
メ

ン
ト
を
一
言
添
え
て
返
却
す
る
。
１
年
生

の
最
初
の
定
期
テ
ス
ト
前
に
は
、
学
級
担

任
が
テ
ス
ト
勉
強
に
向
け
た
「
家
庭
学
習

ノ
ー
ト
」
の
活
用
の
仕
方
を
指
導
す
る
。

研
究
主
任
の
石
塚
雅
子
先
生
は
ノ
ー
ト
の

意
義
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

「
家
庭
学
習
の
習
慣
付
け
に
は
、
生
徒

と
学
級
担
任
の
信
頼
関
係
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
学
年
に
よ
っ
て
は
『
家
庭
学
習
ノ
ー

ト
』
に
１
行
日
記
な
ど
を
書
か
せ
て
い
ま

す
。
悩
み
や
進
路
の
不
安
を
普
段
は
言
葉

に
出
せ
な
い
生
徒
が
、
『
家
庭
学
習
ノ
ー

ト
』
を
通
し
て
心
の
声
を
打
ち
明
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
の
心
の
状
態
を
把

握
し
、
信
頼
関
係
を
深
め
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
」

　

更
に
、
定
期
テ
ス
ト
前
に
は
「
学
習
計

画
表
」
（
図
２
上
）
を
立
て
さ
せ
る
。
こ

れ
も
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
机
に
向
か
う

習
慣
を
養
う
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
家
で
何
を
勉
強
し
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
生
徒
の
た
め
に
、
国

数
英
の
３
教
科
の
基
礎
的
な
練
習
問
題
を

３
学
年
分
、
パ
ソ
コ
ン
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ

に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
。
長
期
休
暇
や
連

休
の
課
題
と
し
て
、
教
師
が
必
要
に
応
じ

て
自
由
に
取
り
出
し
て
使
っ
て
い
る
。　

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
自
分
か

ら
質
問
で
き
な
い
生
徒
た
ち
が
、
気
兼
ね

な
く
質
問
で
き
る
時
間
も
確
保
し
て
い

る
。
08
年
度
ま
で
は
「
補
充
学
習
の
時

間
」
を
週
２
回
、
６
限
目
が
な
い
日
の
放

課
後
に
25
分
間
設
け
、
学
級
担
任
が
教
室

内
を
回
っ
て
個
別
の
質
問
に
応
じ
た
。
ま

た
夏
休
み
の
５
日
間
、
１
日
３
コ
マ
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
質
問
の
時
間
を
設
定
し

て
い
る
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
同
校
が
長

い
間
取
り
組
ん
で
い
る
夏
の
学
習
会
だ
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
県
の

学
力
調
査
な
ど
の
結
果
に
意
欲
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
課
題
の
提
出

率
も
10
％
上
昇
し
た
と
い
う
。
今
後
の
課

題
は
、
予
習
よ
り
復
習
、
難
し
い
問
題
よ

り
簡
単
な
問
題
に
家
庭
で
取
り
組
む
傾
向

へ
の
対
応
だ
。

　

「
復
習
か
ら
予
習
へ
、
質
的
な
転
換
を

ど
う
や
っ
て
図
る
か
が
先
生
方
の
共
通
し

た
悩
み
で
す
。
生
徒
に
予
習
さ
せ
た
家
庭

学
習
の
内
容
を
次
の
授
業
に
組
み
込
む
な

ど
、
課
題
の
出
し
方
と
併
せ
て
授
業
の
方

法
を
見
直
す
な
ど
、
更
に
教
師
の
働
き
掛

け
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
（
草
彅
先
生
）

さ
ま
ざ
ま
な「
分
か
ら
な
い
」に

対
応
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
る

◎1966（昭和41）年開校。秋田県内で、
１、２を争う規模の学校で、部活動が盛ん。
学区には、３世代同居の伝統的な農村世帯
から都市近郊型の核家族世帯まで、多様な
家庭が混在する。2007年度、同市の委嘱
を受けて「確かな学力を育てる指導と評価
の一体化」を研究した。

草彅祥子
Kusanagi  Shoko
教務主任、国語科担当

秋田市立城南中学校

校長 加藤義夫先生

生徒数 702人

学級数 22（うち特別支援学級1）

所在地 〒010-0035

 秋田県秋田市楢山城南町4-1

TEL 018-834-2367

FAX 018-834-2368

秋田市立城南中学校　

石塚雅子
Ish izuka Masako

研究主任、音楽科担当

秋田市立城南中学校

定期テスト学習計画表
定期テスト前の２週間、５教科のどの内容
をいつ勉強するのかを細かく記入する。実
行したものには色鉛筆で印を付けていく

家庭学習ノート　
学年によって１または２ページ、生徒が毎日自
習し、毎朝提出する。学習内容は生徒の自
由だ。学級担任が褒めたり励ましたりするコ
メントを生徒たちは楽しみにしているという

S C H O O L  D A T A

定期テスト学習計画表と家庭学習ノート図2

図２のうち「定期テスト学習計画表」は、Benesse教育研究開発セン
ターのウェブサイトから加工可能な形式でダウンロードできます。
http://view21.jp/c9341/
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〈悔しかった！〉 
◎バレーボール部の指導をしてきて、６年目にして理想の

チームをつくりあげることが出来ました。全国大会ベスト

８入りも夢ではないほどでしたが、残念ながら異動になり

ました。結果は、市大会で優勝したものの、県大会では応

援している私の目の前でフルセットで敗退。最後まで監督

できなかったことが悔しかったです。 

 

 

◎学級対抗の行事で結果が出なかった時は、夜眠れないほ

ど悔しいです。悔しがる生徒の姿を見て、逆に元気をもら

っていますが……。 

 

◎熱心に生活指導、生徒指導をしたつもりだけれども、保

護者に受け入れられない場合が最近、増えています。授業

以外の場ですが教師として自信を失いがちになり、ため息

が出ます。悔しいです。 

 

◎新任教員として担任した学級の生徒が、オートバイを運

転し、事故を起こしてしまいました。当時の勤務校の校則

では「無免許運転は退学」としていたため、更生する機会

もなく退学させることになりました。日頃から面倒を掛け

る生徒でしたが、どこか憎めない性格でしたので、事件が

あったときは他人事ではなく心配しました。また、事件を

起こした直前のＳＨＲで「自分の行動に責任を持て」とい

う内容の話をしたばかりでしたので、もっと私に魅力があ

ったなら、あの生徒は私の言った内容を理解できていたの

ではと、今も悔しく思います。 

 

〈恥ずかしかった！〉 
◎教壇が存在した時代、授業に夢中になって、そこから転

げ落ちたことがあります。一瞬、何が起きたか分からず、

黒板のチョークの文字が突然、斜線となって、黒板の下に

消えているのを見て、事態を知りました。生徒の反応は推

して知るべし、です。 

◎１０年程前からパソコンを使った業務が多くなりましたが、

当時は慣れていなくてデータを消してしまい、迷惑を掛け

ました。 

 

◎文化祭の演劇で生徒と一緒に演技をした時のことです。

文化祭当日、怒るシーンを本気になって熱演していたら会

場が白けてしまい、恥ずかしかったです。 

 

 

〈危機一髪だった！〉 
◎今から２８年前、数学教育の全国大会でのこと。教師２年

目で授業者として研究授業をしましたが、思った通りの授

業をできず、汗びっしょりになって進めていました。事後

研修会でもたくさん質問や意見が出され、どう答えてよい

のか困りました。 

 

◎以前勤めていた学校で、落ち着きのない生徒に注意をし

たところ、その生徒が興奮し、私は胸ぐらをつかまれて教

室のガラスに押し付けられました。ガラスが割れて、大き

な破片が首筋の襟のすき間に入った時には「ひやっ」とし

ました。幸いけがはしませんでしたが、一つ間違えたら……

と思うと「危機一髪」でした。その後、本人や保護者から

のきちんとした謝罪も無く、うやむやのうちに時が流れ、

悔しい思いもしました。 

 

◎たくさんあって、何を挙げればよいか難しい。ある意味で、

教育現場は「危機一髪」の連続です。 

 

 

 

［愛知県／J中学校／M・O］ 

 

 

 

［鹿児島県／K中学校／K・S］ 

 

 

 

 

［埼玉県／Y中学校／S・O］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［栃木県／B中学校／H・T］ 

 

 

 

 

 

 

［東京都／K中学校／A・T］ 

 

 

［広島県／ I中学校／S・A］ 

 

 

 

 

［神奈川県／T中学校／S・Y］ 

 

 

 

 

 

 

［北海道／K中学校／K・I］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

［岡山県／T中学校／T・O］ 

 

 

 

［香川県／T中学校／S・M］ 

 

次号のテーマは 
「もし1年間、教師以外の職業に就くとしたら？」 
このコーナーでは、毎号異なるテーマについて、先生方から頂いた思い
やご意見を紹介します。テーマに関するご意見は小誌ウェブサイト（裏
表紙参照）からご投稿ください。お待ちしています。 

今回は三つのテーマの中から自由にエピソードを書いていただきました。中でも、部活動の指導に関す

る悔しい出来事や、新任時代ならではの緊張した経験を書いてくださる方が多く見受けられました。 
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2009

指導の質や先生方のモチベーションを維持・向上させつつ、授業時数を

確保することがいかに大変かを、特集の取材を通して改めて感じました。事

例でご紹介した学校の取り組みが、次年度以降の教育課程編成・運用の

参考になれば幸いです。そして、授業時数を脅かす新型インフルエンザの

流行がこれ以上広がらないようにと、祈らずにはいられません。（久保木） 
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